
縁起法頚再考

縁起法頚再考
一一註釈文献の紹介を Iド心に一一
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はじめに

{部教に於いてj去IIIJと呼ばれるものは数多いが，紘起法頒ほど悌教111:界の全

域にわたって広汎に流布しまたl時代を越えて熱心な信仰の対象とされた法

門はないであろう。法碩を刻した多様な各種考古遺物の報合は，殆どアジア

全域に及んでいる。こうした，いわゆる法身合利としての法碩の奉献は入竺

僧が克明に記録していることでも知られるが.碑文資料によれば遅くともポ

ストグプタ期にはインド各地で定着していたようである。筆者は嘗てこのよ

うなj去領の呪的崇拝の背景に常及して.iよ-頒を PaulThimeのいう真実呪

(W ahrheitzauber)の悌教的ヴァリエーションと見なす所論を披漉し.ま

た法頒伝仰の拡がりの一端を紹介したことがある。法頒に関する先行研究は

相当の数に上るが，やはりこのJnmからのアプローチが多い。
~}jで，かく周知の法門でありながら.法碩には種々の問題が指摘されて

いることも事実である。例えば，法碩は側;伝資料中のー筒所にしか見いだせ

ず.ド日[合・ニカーヤには実質的には一度も呪れない。また‘夙に榊亮三郎博

士が論じられたように.サンスクリツト文.パ一リ文の既h知1のどのj法よ

一リヤ一(匂arηya/ a訂1汀ri匂ya幻)とされるその韻律の正則をi満前たさない。更に.サ

ンスクリット文.パーりを含むプラークリット文.諸j英訳，いずれも極めて

ウeァリエーションが多く，本頒の原形の推定を困難にしている。その上，こ

の頒がそもそも何を言おうとするのかが必ずしも明確ではないということが
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緑起i去~iIJ}~

ある。問諦を略説したものとする解釈が古くからあり.また縁起法頒と呼ば

れるように縁起(特に十二縁起)を要約したものとも解されてきた。本稿で

は筆者が見いだした数以の法頒注釈文献を紹介し，i去頒解釈の変遷を辿って

みたい。

1 .法頒と四諦説

法碩は当初，南北両伝に於て一般に1'4諦を説くものと見なされていたよう

である。 法頒のlocuscIassicusというべきは，パーリ作成大品大健皮(受戒

機j支) 111のサーリプ、ソタ，モッガラーナの帰悌困縁部である。そこでは， よ

く知られているとおり，まだ異教徒サンジャヤの弟子であるサーリプッタが

五比丘の一人アッサジに出会ってその威儀端正なるに打たれ，彼の日rfiである

釈尊の教説を知りたいと想的したので，アッサジが時時いつつも法制を諭す，

ということになっている。プッダゴーサ (Buddhaghosa，5c.)の作蔵注釈

Sαmanlatasadikaによれば.法頚は四諦を説いたものであるという。律本文

該当部分と注釈を以下に訳出する。

さて，尊者アッサジは遊行者サーリフ。ッタに次のような法門を説いた:

凡そ困生なる諸法と，それらの|却を，如米は説かれた。

またそれらの凡そ滅なるものを。大沙門はこのように語られる}jで

ある。

と。この法門を聞いて，遊行者サーリプッタには無陛にして閥l~垢なる法

眼がろ|ミじたー rfllIであれ凡そ生じる性質を持つものは全て滅する性質を

持つJ と。[律本文]

凡そl羽生なる諸法. とあるが. l大|生なる， というのは五趨のことであ

り，これによって苦諦を示す。総収脱J燃焼娘ふとは，
それらの1*1というのは集諦であり，それを如来が説かれた， ということ

を示す。またそれらの凡そ滅なるもの，というのは，それら生起した諦
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の残りなき減なるもの，であり.それをも如米は説カ通れたという意味で

ある。これによって滅諦を示す。ここでは道諦はそれ自体としては示さ

れていないが，文脈}，は示されている。というのは，滅が述べられたな

ら，それを証得させる道も必ず述べられたことになるからである。或い

は.それらの凡そ滅なるものを司というこの筒所では，それらの減なる

ものと滅の)j似なるものと、 というように二つの諭が示されているので

ある。ついで.この同じ意味を表すために.大沙門はこのように説かれ

免ぃと云う。 [7'・ッダゴーサ注]

この場合，法'項中に述べられる「図生の諸法J・「それらの囚J，及ぴ「そ

れらの滅」を‘それぞれ四諦のうちの苦・集・減に相当すると見るのに|付雌

はないが.問題は，プッダゴーサも認めているとおり.道諦に相当する語句

が法頚自体には存在しないということである。彼はこの難点を同避するため

に.三諦が説かれれば第四の道論も文脈 1'，(nayatas)当然:l:1P.解されると云

い，或いは法碩第3句の関係代名詞が導く従属文 (yonirodho)に合みを持

たせ，そこに滅を得る方便としての道(諦)を読み込むという解釈を示す。

律自体の文脈をたどるならば，法項の ft~(後に， (去頒を聞いたサーリプッタ

に「無眼にして離垢なる法眼が生じた…」と述べられているのが法頚解釈の

鍵であることが判明する。これは|司じ律!蹴倒;伝記事の先行筒所で語られる初

転法輪の場面において.悌陀の最初の説法を聞いた!白:後の五比丘の一人一人

について繰り返される著名な定刑句である G その後も，続くヴァーラーナシ

ーの青年ヤサの出家から，本挿話l直前に出る玉舎城でのビンビサーラ王と12

万人のバラモン・長者の帰依に至る迄この定型句は頗mするが.いずれも仰
陀から抗按に四諦の教説を陪J~、た直後の場I{íÎである。つまり，刊I~伝において

はこの定刑句は必ず初転法輪及ぴその主題である1'4諦を連想させる。したが

って.このエピソードの叙述によって仰伝記事編集者が意図したのは，サー

リプッタがアッサジの諦する簡潔な法門. しかも四諦の全てを明示的に述べ

るのではない不完全な若しくは合意的な法門.を聞いただけで.たちどころ

-31一



縁起法制11}:IJ

に初転法輪と四諦説の意義を洞察したということなのであろう。とすれば.

j去碩はどうしても四諦を説くものでなければならないことになる。

次に，やはり法頓に言及する基本資料として長11られる大智度論の該!11筒所

を検討する。同論では二カ所で法頚が言及される。初めは巻十ーで，単に舎

利弗・日連の帰仰のエピソードを語る文脈であり，アッサジ(阿説示)が説

いた備として法額が示されるのみで法頒については何の説明もない。

爾時，阿説示比丘説此偏言一

「I;桁去|材緑生是法説困総是法1t;1総議大fW加|是説」

舎利リI~1昔l此偶己，即得初道，還幸li日述。“.。

もう一つは巻十八で，経臓を理解するための様々な解釈法の実例として法

頒を挙げ. ~1婚が四諦の初J三諦・を怠|床すると説明される。やや長文の引用に

なるが，先行文脈と共に以下に示す。

諸仰法無量有若大海，随原生意故積極設法。或説有或説無或説常或設

無常或i没苦或説集或説我或設無我0...。智者入三種法I~I~.観一切刊I~語皆

是寅法，不相違背。何等是三門。ー者蝦勅門，二者阿昆曇門，三者空門。

問卜1，云何名眼革U).云1riJ名阿見曇:，云何名空f"J。

符1-1. [日朝J有三百二十高言，仰在 111:11私大迦朴j延之所造。刊I~減度後人

審轄減，憶識力少，不能庚繭，諸得道人撰為三十八両四千言。若人入蝦

勅門，論議則無窮。其中有随相門針治門等種種諸門。随相門者，如f格設

イ局-

rii音感英作諸普-奉行 自i手其;告:是諸仰教」

是中心敏法謹聴設，今イ旦設「白浮Jt意J，則知諸心数法己競。 1ilJ以故，

同相Iri]縁故。…o

kll 刊l~於四諦中，成i批ー締或二或三。女IJ.馬星比丘為舎利。17設備一

「諸法従縁生是法縁及議我f;rli大聖王是義知是設」
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此イ品但設三諦.嘗知道諦己在中、不キ11離故。符如一人犯事.準家受罪。

如是等.名為随相門。針治門者，如仰但設四Jtti伊1]. 常顛倒柴顛倒我傾倒

i手傾倒。…。

同一論書中でありながら法碩訳文が前出筒所のそれと大幅な違いを見せる

こと，またそこで阿設示と音写されていたアッサジがここでは，馬星と訳され

ていること，いずれも本論の苧む問題点を示す例であるが，今は措く。先ず

経議解釈文献は縮小されたとはいえ膨大であり，解釈方法も多種多様である

ことを述べた後に，その例としていわゆる七悌通戒備と法頒を取りあげてい

る。前者では，偽の文言には「白浮其志;J としか述べられていないが，この

「意J (ci仕a)の語は実際には全ての心教法(心所法)を意味する. とl-'う。

後者については，四諦を説く場合にも経に四諦の全てが明示されているとは

限らず，一諦の場合もあれば二諦或いは三諦の場合もあるとして法領に言及

する。そしてj去頒は三諦のみを説いているが，道諦は不可分なものとしてそ

こに合まれているとし一人が罪を犯せばその一家の者が皆罪に問われると

いう讐えを示している。法煩を合意的な法門(随本川可)と見る点で，前述の

ブッダゴーサと基本的には同様の解釈と言えるであろう。

これら二次文献に見られるような.法頒が四諦を説くものとする解釈が，

どこまで遡れるものか必ずしも明らかではない (J._註(16)参加)。但し，これ

に関わる興味深い例としてブッダチャリタBuddhacarita中のサーリプッタ

(lIIJ書中では Saradvatiputra)帰仰の件りがある。そこでは.彼にアッサ

ジ(同じくAsvajit)が次のように答える。

「何であれ消法は凶キ11より生じるのであり，それらの|き.I{IIを世尊は説か

れた。

またそれらの減なるものと。その減の方便なるものをも説かれた」

(第17章第 8偽)
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これが法頒に相当するものであることは明らかであるが，第l珂句において

「滅の)j似」という表現で道諦に言及していることが注目される。同備に対

応する諸漢訳を訳出年代)1恒に挙げれば以下の通りである。

党1N:/ï'i起無又生Ir:ti所滅所以fi?滅道県印li所頒J~r (仰木行経巻四)

一切有法生皆従1*1縁起生減法悉滅説道為方便 (何I~所行讃巻凹)

諸法!大|生者彼法随因滅因縁滅即道大師i説如是(仰本行集経巻問八)

三訳のいずれの原典にも道もしくはその相当認が存在したことは確かで、あり，
ω 

特に古訳の悌本行経は晦渋で-はあるが四諦の全てを明示的に述べている。作

者アシュヴァゴーシャ (Asvagho号a.馬嶋)の時代，遅くとも 2世紀前半，

には既には-額が四諦を説くとする一定の共通認識があったものと推定される。

尤も，このように法碩に四諦が明示されてしまうと，サーリフ。ッタの英才ぶ

りを印象づける効果は多少薄らぐことになる。

以上凡てきたとおり，仰伝資料の当該文脈においては法額は四諦を(合意

的に)述べたものと解釈するのが妥当である。そして，経蔵律1践を通じてこ

の筒所以外に法碩は見いだされないのだから，他の解釈の余地はないように

思われる。現在までに発見されているj去頒碑文資料の最古例がやIJれも初転法

輪の地サールナー卜出土であることも，これを補強するものである。法碩刻

文の慣わしはサールナートで始まったのではないだろうか。

11.教漣出土チベット訳「縁起頒」注釈文献

これに対し，おそらく時代的には下るが，法頒が十二縁起説を要約したも

のとlリl脅するインド撰述の註釈文献が何点か存花する。法頒|則述チベット訳

文献は~II 当数あり，まだ網羅的な調査を終えていないが，これまでに特に筆

者の関心をヲ|いたものが二点ある。先ずスタイン・コレクションqlに合まれ

る_，1，1.. :を紹介する。現存する法頒説釈文献の中では最も詳しく，時代的にも
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おそらく最も早いであろう。

Stein No. 127 & 128ヴィナヤヴアルマン作「縁起領釈J rTen cing 

もγelpar 'byung ba 'i tshig su bcαd 卵、irnam pαγ bshαd仰 (Pratitヲα.
自由

sαmutpadα-gatha-vyakhy伽ω
Stein No.127， Ch. 9.1.2.. 2-1-34a-37b (041-045) [以下A本と呼ぶ]

59.5cmX7.5佃:有頭字体 (dbucan).各葉 4行， 4葉の完本。各葉裏面左

端に葉番号gchig(1)-bzhi (4)が記され，表面i左端に別の葉番号tsa(17)， 

tsha (18)， dza (19)， va (20)及び題名の略称 rTen・brelおhigsu bchadρα 

が記されている。ブーサン目録によれば抗釈文中に引かれる法頚の語句は朱

書されている由であるが，モノクロマイクロフィルムからのプリントでは判

読できない箇所が多い。

Stein NO.128 ; Ch. 9. 1. 31 ; 2-1-38a-40b (046-049) [以下B本と 11乎

ぶ]45.3cm X 6.4cm :有頭字体.各葉 5 行、最終葉を欠く 3~定の不完本。各集

表面左端に葉番号sobrgyad (38) -bzhi cu (40)が記される。註釈文Ijlに引

かれる法碩の語句はやはり朱書されているようで，殆ど判読できない。行|百j

に無頭字体 (dbumed)の細字で若干の注釈らしき書き込みが見られるが.

これも判読不能である。

完本であるA本を底本とし. B本の異説を付記したテクストを作成し注記
白書

に示した。敦健文献特イ干の古い綴字法はA本の方にやや多いように忠われる

が.これが二写本のl時代的先後を示すものかどうか筆者には判断がつかな ~'o

冒頭に掲げられた法碩 (r縁起頒」と呼ばれている)と.その後に続く注釈

とが.一体となった文献であるが.注釈対象とされている法'項のサンスクリ

ット原文が同頚の多くのヴァリエーションのどれに該当するかは，厳密に言

えば不明である。ここではー Skilling博J:が司サンスクリット文の法碩とし

て「インド及ぴ古代仏教壮界で最も広く流布したヴァージョンで，多様な碑

文やパーラ朝写本のコロフォンに見いだされるも，の」とする例を，訳文の下
闘

の[ ]内に示しておいた。注釈の訳文中で下線を施したのは.写本で朱者:

されている法碩引m筒所である。
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コロフォンによれば，著者である軌純白iliヴィナヤヴァルマン

(*Vinayavarman)は正量部 (Kungis bkur ba'i sde pa; Sarpmatiya / 

Sarpmitiya)に属するとし寸。この記述が正しければ，小川ながら正量部

の文献が新たに一点加えられたことになる。

く試訳〉

インド語でPratity，ωαmu砂ada.gathii[縁起頚]

チベット訴で rTencing 'brel (d) par・byungba'iぉhigsu bcad pa' 

[1'flJJ 

凡そ図生なる諸法，それらの凶，及ぴそれらの凡そ滅なるものを，

知来のみが説かれたのであり，如是に語られる方は大沙門である。

[ye clharma hetuprabhava hetuql te~ãrp tathagato hy avadat / / 

te~ã中 ca yo nirodha evaqlvadi mahasramac.al} / /J 

インド語でPratityasamutpada.gathii.vyakhyana [縁起煩釈]

チベット語で rTencing 'brel tar "めlUngba' iぉhigsu bcadρ'a' 

rnamραr bshad pα， [同]

一切智者に帰命す。

制L範師世親を初めとする古の軌範自iliたちが，菩提の証得に資する縁起の
ω 

義釈をなさっているから，新たに説くべきことは何もない。しかしなが

ら，鈍根の人々を持するように，また私自身の心覚えのために，縁起の

釈を著そう。

く第一釈>

Aゑ恩集ゑゑ浸浅い云々について。凡そ(関係代名詞yad) とそれ
(指示代名詞tad) とのこ(語)は常に相関するものだから， (預中の)

それらのという語と結ぴっき，また(頒11'にない)それらという語とも

結ぴつく。説かれた，という動向 (*kriyapada)が述べられているの

は， (環中にない方の)それらという語に関係づけられる。したがって，
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句の意味は，凡そ同生なる諸法，それらを如来は説かれた，ということ

になるo
m 

閃生なる，つまり困より生じたということであり.果である五取越と

いう意味である。これによって.苦諦と、それを無常・苦・空・無我の

行相 (*akara)によって修習すべきであるということとが示されてい
~ a時
る。「苦を遍知せよ」と(経典に)説かれるからである。どうしてこれ

によって無市などの行相も示されたことになるのか，というと， rl刈よ

り生じたところのものは無常である。無常なるものは苦である。苦なる

ものは空である。空なるものは無我である」と説かれるからである。

それらの|札とあるうち，それらのとは苦を向性とするものの，であ

る。民 (hetu) とは原因 (*karana)であり.集いsamudaya) という

意味である。それらの因は後有愛(*paunarbhaviki tnil)a)という喜食

( *nandiraga) を伴っているのである。ここでも.先の句の中にある，

凡そ(関係代名詞ye) という語に関係、づけられ，九そ(関係代名詞)

とそれ(指示代名詞)の二(語)は相関するから，それ(ら)という語

と結びつけるべきである。だから.ぷ昧としては，凡そ|太!なるもの.そ
ω) 

れらをも如来は説かれた. ということが述べられているのである。これ

によって，集諦と，それを集・ i現・生(*prabhava)・縁(*pratyaya) 

の行相によって修習すべきであるということとが示されている。「集を

永断せよ」と説かれるからである。どうしてこれによって集などの行相

も示されたことになるのか， というと.それは不可離の関係 (*avinav・

hava) にあるので， I刈という行相を説けば集などの他の行相も説かれ

たことに必ずなるからである。

及ぴそれらの凡そ滅なるものを.という筒所でも， ('tiJ中の凡そとい

う関係代名詞yoは)それ(指示代名詞)という語に関係づけられるか

ら，意味は.凡そ滅なるもの，それをも(如来は)説かれた.というこ

とだと知るべきである。これによって，減諦と，それを滅・静

いsanta)・妙 (*praJ).ita)・離(句ihsarana)の行相によって修習すべ
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きであるということとが示されている。「滅をl在証せよ」と説かれるか

らである。静などの行キ11は(顔中に)税かれていないのに，それがどう

して解るのか， というと，それは不可離の関係にあるので，滅という行

相lを説けば静などの他の行相!も説かれたことに必ずなるからである。

~n是に語られる方は， とあるうち， '~1I是 (evam) という計十は同様に
、~、~、'v、内，.，..，、~、~、内，

(tatha) という意味である。そして，同様にという語は，のように

(従属接統計iJyatha) という語と相関するから，なl床は，苦論の閃を説

かれたように，同様に滅を証得する|太lをも説かれた， ということだと知

るべきである。これによって，滅を証得する因である道諦も正に説かれ

ているのであり，それを道・如 (*nyaya)・行(*pratipatti)・出

( *nairyaQ.ika)の行相|によって修潤すべきであるということが示され

ている。「道を修習せよ」と説かれるからである。道・如・行・出の行

本11は(碩中に示されていないのに)どうして解るのか，というと，それ

らは道諦と不可離の関係にあるので，後者を理解すれば前者もJ!H解した

ことに必ずなるからである。或いは，減には(減と道との)二義がある

と知るべきであって，この道によって業.と煩悩を滅するから，滅でもあ

り道諦でもある， という怠l床である。

i止尊は沙門j去を具えているから沙門であって，全ての沙門の'1'で最勝

であるから大(沙門)という。

これらによって，苦とその困，及ぴ減と(それを)証得する1)¥1が説か

れているから，世尊が四諦を説かれたということが示されている。ここ

で， (四諦が)現観(*abhisamaya)の順序によって(示されて)いて，

11:起 (*utpatti)のJllti序によってではないのはどうしてか。これにより，

菩薩行を行じる行者は，常などの 1-六行相(*~oçlasãkãra) の対治

いpratipak~a) である無常などの十六行相によって四聖諦を修習すべ

きである， -ということが述べられているのである。

く第二釈>

この碩の意味は異なった解釈も出来る。凡そ!大|生なる諸法，それらの
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P4. というのは，雑染の十二支縁起を説かれるのである。及ぴそれらの

凡そ減なるものを， というのは，清浄の縁起を説かれるのである。如米

のみが説かれたのであり.というのは、彼以外の者が説くことを否定し

て如来だけが説かれたといフことを示す。そして.如1;是に語られるJiは

大沙門である，というのは， 111:尊が無制倒を語られる方であり，悩徳と

智慧の資糧を円満されてL、るから最上者であるということを示す。以J:.

が総指的な意味である。

各句の意味を説明しよう。(関係代名詞)yadと(指示代名詞)tadの

二(諮)は常に相関しているから. (第一旬の)意味は，凡そ!大lより生

じた諸法，それらを如来は説かれた. ということである。それら諸法と

は1uIか，また諸凶とは何か?このうち，先ず，これらの諸法とはじであ

り，七とは{吋々かといえば.識・名色・六処・触・受・生・老死である。

これら七法は，生雑染(勺anmasamklesa)なる果である。それらの相

は他書で解説されているから，長文になることを仰って今は説明を省く。

諸Iklとは何かというと，無明・渇愛・取・行・有のこれら五が諸|刈であ

る。このうち，無明・渇愛・取は惑雑染であり，行 .fiは業雑w;である。

これらの諸|大|より生じるから，凶生なる諸uしそれらの|札という困と
は原因 (*karana)のことである。それらというのは七法と五同である。

他の者が「これら七法と五凶の因は何か?J と問う。この間期I~の主旨

は，「十二支分以外の凶は述べられていないし，述べたとしても無限遡

及となるから.これら七法と五因の困はないことになる」ということで

ある。

だからこそ.世尊が縁起輪組を. r惑いklesa)から感が生じる.つ

まり渇愛から取が。惑から業が生じる，つまり取からイi"が生じまた無

町jから行が生じる。また.業から事(ホvastu)が生じる，つまり行から

識が，有から11:が。また.1ドから事が生じる，つまり識から名色が乃至

触から受が，そして生から老死が。また事から惑が生じる.つまり受か

ら渇愛が。」という設定いvyavasthana)によって示されたのである。
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諸有支 (*bhava白ga) はこのような道理いnaya)で設定されているか

ら， fiE明などの惑と業と事との向性と，事・業・惑(のそれぞれ)から

(それぞれが生じるということ)とが説かれていることになる。したが

って，他の支分は述べられていないから無限遡及になることもないし，

この中に七法と五|刈とを生じさせる因がないことにもならない， と確定

された。

また， (碩中の)図 (hetll) という語は不変化辞(‘nipata)であると

解釈する軌範師iたちがいるが，彼らは縁起輪組を説かないから，そして

それを説かない故に他の者たちの問難に答弁することも出来ないから.
ω 

何も言わないに等しい。

義弘ゑゑ丘公Aゑ波主主主Eゑんという句でも， (関係代名詞は)そ
れという語に関係づけられるから，意味は， ;;しそ滅なるもの，それも説

かれた，ということである。滅と寂静と泥繋と解脱とは同義語である。

これによって，清浄の縁起の相が説かれた。清浮の相は如何に説かれる

のかというと， tlt尊.は， r無11)1の滅によって行が減し，Jう至，生の減に

よって老死が滅し，そしてこれら純然たる大苦菰が滅する」と，清清fi浄宇J

(い*vyavada副如napak均王匂号aω) を庚説されたのでで.ある。

女11長!とのみが説かれたのであり，という句について。如米とは他の正等党

者たちが説かれた如くに，その如くに説かれるから如来というのである。

説かれた， というのはお説きになった，とし寸意味である。

加l是に語られる方は，というのは，つまり，この方は税法を常とされ

るからである。奏法思主主ゑェというのは，最勝(本pradhana)，最上

いllttama)，最妙 (*vara)，最尊 (*sre号tha) という怠昧である。沙

門 (sramaJ)a) とは，惑いpapa) を静めているいsanta)から沙門で

あり，或いは煩悩・随煩悩を静めているから沙1'111というのであって，加|

米，阿羅漢，正等覚者なる1)，という意味である。

この二通りの注釈について，或る者は論難する一「注釈とは聖教

いãgama) と IE~1n(*YllktOの二つにもとづいて著述すべきものなの
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に.どうして正理を述べないのか」と。論理学者たちが他書で四聖諦な

どを説明する正理を既に説いているから、ここでは長文になることを↑謀

れて述べないのである。同じ理111で，世尊も縁起を略説によって説かれ

たと知るべきである。

これを説いてどうなるのかというと，観行 I~I 在いyogesvara) たち

は縁起を間忠修する)1出序により煩悩と随煩悩を宵気を伴う所依から断じ

るのであり.久しからずして菩提を証得する。それ故に，四聖諦の修宵

と縁起の修習の為に努めるべきなのである。

縁起頒釈 正世帯1>ウゃイナヤヴァルマン軌純白liの著作 了

以上のように，この注釈文献は初めに法項を四論説として解釈し次いで

卜二縁起説で説明する。前者では，i~碩に道諦・が介怠されているとする点は

前節で紹介した二文献と同様で、あるが.第4句の如是 (evam)にそれを読

み込む注釈法は特異である。後者はj去頒をいわゆる流転分と還減分の十二縁

起を説くものとして解釈している。

二釈とも分量的にはほぼ等しく.最後には四諦と縁起の修宵に励むよう勧

めて論を終えているから，法頚の趣宵は四諦と縁起の両方に通じるものと見
刷

るのであろう。但し， i:去頒が「縁起頒」と呼ばれており，冒頭でも縁起の注

釈を著すと明言されているところからすれば.第二釈を本義とするもののよ

うである。これに関して.第一釈でi去頒が四諦を説くものとしながら舎利弗

帰悌凶紋にも初転法輪にも全く言及しないことが注怠される。諸部派が共通

して伝承する悌伝中の者名なエピソードと法碩との関連が完全に見失われて

いたとも思われないが.少なくとも.既に法頒が「縁起頒」

Prali，かαsamu砂ada-gatha若しくは類似の名称で独立したテクストとして広

く流通していた状況が背景にあることを推測させる。次節に示すとおり.後

には法碩は専ら卜二縁起説で解釈されるに至る。

全体を通じて倶舎論にもとづくところが多く.四諦及ぴ十二縁起の解釈も

基本的にはその祖述.摘記のように見える。またJ1H~識説を，也わせる筒所も散
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見する。著者の所属部派とされる正泣部の学説をどこに伺うべきか判然とし

ない。周知の如く，正量部は世親が{具合論破我品で厳しく批判した積子部の

分派であり，その世耕が冒頭に権威として名指されていることも併せて，コ

ロフォンに記された著者の部派帰凶を{古川することを蹄i階させるものがある。

111.法頒註 Ye-dharma-tikaニ篇

次に，もう一点のチベット訳法制注釈文献Ye・dhanna-tikaを， .カトマン

ドゥで筆者が入手した同名のサンスクリット文献と併せて紹介したい。どち

らも法頒をいわゆる三世両重の十二縁起を説くものとして説明する小篇であ

る。

1) Tohoku No. 4149 シャーシュヴァタヴアジュラ作「法煩註j Ye 
ω 

dharma 'i 'grelμ ( Ye-dharma・!ika)

<;式市~>

インド語でYe-dharma-!，訪a[法頒註]

チベット詩でYedharma'i 'grel ba [同]

仰に帰依す。

さて，「凡そ!大|生なる諸法j (ye dharma hetuprabhava heturp) 

云々(の法頒)によって，相続を確固たるものとするために定説を説か

れたのであり、注釈者たちに対しても説かれているのであるー

経と聡伽の，家に入るrj.rに，

ye dharmã云々の[法]頒によって，付I~の定説の印が捺される。

と。そして，この yedharma云々(の法碩)は，チベット語では，

凡そ因生なる諸法，それら，

また(それらの)困を，またそこにおける凡そ滅なるものをも，

如来のみが税かれたので、あり，
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そのように説く }jは大沙門である。

である。

凡そ因生なる諸法という中で.凡そとは周知の七(法)であって.無-

明を初めとする鉄鎖によって廻らされた(輪，迦の)輸は|大|と果を自体と

しているのである。それらとは.惑と業と苦の三支分と.二と七の区分

によって.三ともなるのであって.無明に始まる.と刊I~のみが説かれた

のである。無明.行，識，名色，六処，触.受.愛.lr)C有.生.老死，

の卜二である。無iリ!とは食・眠・艇を 1'1体とするものである。行とは過

去の業.である。識とは入JJ台 (*garbhavakranti)である。名色とは均点IJ

藍いkalala)等のTI.(位)である。六処とは眼等を怠l床する。触とは

境と恨と識の和合である。受とは楽等を肉体とするものである。愛とは

淫食(勺naithuna-raga)である。取とは好ましい対象に対する執着で

ある。有とは未来(-111:)の有という県をもたらす業のことである。生と

は更なる菰の結生である。老死は白IIJJである。第一と第八と第九が惑で

ある。業は第二と第卜である。残りの七が苦である。それは三に摂せら

れるので十二が諸j去である。三より三が，二よりこが生じ七より七が

生じるから，それのみが輪廻の輪の|大!と果であり.一切の趣であって，

ここに如何なる別の衆生も存在しないのである。空にして電光の如き諸

法より空なる諸法が生じるのであって，首諦や灯火の如きものが!大lより

生じるとし 1う意味である。

またそれらの凶を如来のみが説かれたのであり.とは，それを直証さ

れたいadhigata)女11くにいtatha)お説きになるからであって，不虚

に説かれるから.輪選~の凶と縁とを説かれるのである。

またそこにおける減なるものをも. とある中の.をも， という語によ

って，まさにその!大|を，及ぴ(滅をにという意|望|で説かれたのであっ

て. 卜二支分の滅を fll とする諸仰のtl(~繋をも説かれたのである。分別さ

れた双運 {yuganaddha}の楽は，空車(の如き都無)ではなくて.無

心なる無生物ではないことを自性とする。
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そのように説く方は大沙門であるとは，双運を説く方，正等覚者であ………………………山Ui
って，不転倒に説かれる最上の婆羅門である。

これはシャーシュヴァタヴアジュラ阿閤梨が説かれたのをションヌが

訳したものである。

残念ながらよく理解できない箇所が幾つかあるが，惑・業・苦に三分する

卜二縁起解釈の内容や，行文，そして用いられる誓I聡から，一読して明らか

に飽捌の因縁心諭の影響が看取される。

2 )カトマンドゥ新.'.11• r法頚註J Ye dhanna-tika 

紙写本， 29 x 12.5cm，一葉， Devanagari文字で表面 7行，裏面 6行にE

り本文が記され，行IIIJには卜二縁起各支分の)1恒や余l'刊日己を示す数字が，間

11~の余臼には(本文と別の子で)紺|字の詳細な注記が，当:き加えられている。

コロフォンを欠くため著者，年代ともに不明で、ある。筆者は十数年以前から

写本調査のためにカトマンドゥを度々訪れる機会があり，その際にl!'tl時

Tribhuvan大学に新設された{弗教学科の科長を務められる Naresh Man Ba-

jracharya教授の知己を得た。同教授との会話の中で筆者が予てより法頓に

関心を抱いていることを告げたところ，この文献の存在を教示下さり.写本

のコピーを恵与された(本稿末尾に付した図版がそれで・ある)。後にlfi]名文

献の写本がNGMP(/C) P， E 1260/26 (Running N o. E 25319) Ye dharma 

!ik{Iとしてマイクロフィルム化されていることを知り，入手して確認した結

果，本文は同一であることが判明した。以下に試訳を示すが，訳文には写本

にある行間の数字や余臼の注記を反映させている。

く試訳〉

オーン，悌陀に帰{衣す。

凡そ因生なる諸法，それらのj)~1 を，如来のみが説かれた，

そしてそれらの凡そ滅なるものをも。このように説かれるJiは大沙
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門である。

これを解説しよう。

諸法とは幾ばくのものかというと，七法である。①識(第三支)，② 

(五趨なる)名色(第四支)，③六処(第五支)，④(六種の)触(第六

支)，⑤(六種の三)受(第七支)。⑥生(第十一支)，⑦老死(第十二

支)，である。これらが七法である。困生とは，諸原因により生起する

からこう言われる。

|羽とは幾ばくのものかというと五因である c ①無明(第一支)，② 

(六種の)愛(第八支)，③(四種の)取(第九支)，④(三種の)行

(第二支)，⑤(三種の)有(第十支)、である。これらが五閃である。

如米のみが説かれた，とは，それら七つの諸法には五つの諸因がある

ことを知来のみが説かれたのである。過去，現在.，未来の(仏たち)が

既に来たり，現に来たりつつあり‘やがて来るであろう如くに，その如

くに来るから，問lち知るから，如来と言われる。のみ (hi)という語は

限定を意味し声聞や~&\覚によって教示されたのではなく，ただお一人

だけ，ということである。仰に関わる悟りだからである。

そしてそれらの凡そ滅なるものをも，とは，それら諸法と諸因を、滅

すること，即ち寂滅・ i里繋であり.解脱である。

このように説かれる方とは，このように説くのを常とされる方である

ということである。大沙門の大とは最勝.最上‘最妙，最尊を怠味する。

沙門とは.悪を減除 (sam) し煩悩・随煩悩を滅除した方であるので沙

門 (sramana) と呼ばれる。如来.阿羅漢，正等覚という意味である。

世尊が教示されることは直証され説かれるべきである。彼は老死・

悲・苦・憂・悩から解放される。それに捉われているから司ここで努力

しなければならな~¥ 0 減とは寂滅・浬繋であり最高の楽であると学ぶべ

きである。

法頚註(Ye-dharmii-tika)了c
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(以ドは余白注記)

[表而]

総起}1~矧 Il}~

1. (識六):①眼識，②耳(識)，③鼻(需品)，④苛(識)，⑤身(識)， 

⑥意(識)//1// [下部余1':1] 

[2]. (名色)名は四種:①受繊，②行(菰)，③識(組)，④氾l(組): 

色は四種:①地界，②水(界)，③火(界)， ④j此(界) //2// 

[ド古1) 余I'~I] 

3.限・耳・鼻・舌・身・意 [右余臼]

4.触 六種:I恨触・ rl" (触)・鼻(触)・舌(触)・身(触)・芯;

(触) / /4/ / [下部余1':::1]

(5 受 6) :眼触受・楽・苦・不苦不楽1 耳(触受) 2 鼻(触受)

3 舌(触受) 4 身(触受) 5 怠(触受) 6 / /5/ / 

[ド部余臼]

(6 生)各々の業に従った生，諸菰の出現，諸命根の生起 //6// 

[下部余白]

7 生死理解は容易である(この下に sarpyakdr~ti 1 sarpkalpa 2 

vak 3 karmanta 4 ajiva 5 ayama 6 sm rti 7 samadhyadi 8と¥，¥

う八正道の列挙があるが，どの部分を註釈したものか不明)

[1']無明は45句義，無見.無現観，擬。

[2']渇愛は六で，色愛，声愛，香愛， I味愛，触愛，i，去愛。

[3']取は四で，愛取.欲取，戒禁取;我話取。

[:，(-j余白]

[左余白]

[左余白]

[左余臼]

[ 4']行は三で.身行.口行，心行。[左余白]

[5']有は三で，欲有.色有， [左余白] 無色有。 このうち欲有は 5

種類で，地獄，畜生，餓鬼，阿修羅，人と欲界繋(の諸天)。色有は18

で，党衆天・H ・H ・..(以下は色界諸天の列挙であるが省略)。無色界は 4

種で，空無辺処，識無辺処，無所有処，非恕非非恕処。[下部余1'=1]

[裏面]
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三転とは過去・未来・現在である。過去の生涯から現在，現在の生涯か

ら未来.それらの中間の全てに於いて中有がある。そしてそれは無・町lを

初めとする十二支分に呑み込まれており，無始以米の1!県!閃の宵気による。

まさにそれが，過去などの生涯に於いて無明・渇愛・取を相とする諸煩

悩を生じさせる。それから.行・有を相とする業が。それから識・名

色・六処・触・受.'1:・老死を相とする生援が。これについて云われる

ー「煩悩から業‘それから生涯」と。[上告1)余白]

本文については何とも常えないが，余1'1の注記は近代のネワル僧の元!?き込

みのように忠われる。十二支のうち，無Iり1，行.愛，取，有の五支を|刈とし，

識.名色，六処，触，受，生.老死の七支を果とするのは，いわゆる「三世

両重の因果」による十二縁起解釈に同じで，余白注記によれば‘やはり三世

にEる輪組が前提とされているらしい。また，如米(tathagata)の立!?義解

釈で，三世の諸仏の知る如くに (tatha)知る (gata) として， gataを認識

論的に説明するのは他にあまり例がないように思われる。インド撰述かネパ

ール撰述か不明であるが，単語の綴りや構文に不審な点が散見する。ネパー

ルに本テクストが残っているのは，ネパール写本末尾のコロフォン部分に法

額がしばしば記されていることとも関わりがあろう。また.ネワル刊I~教徒の

間で法碩に関わる儀礼が継承されていることも当然予想されるが.まだ調査

が及んで‘いない。

以上の二点の文献は‘共通するタイトル，注解}j法や解釈内容から推して，

相互に関わりがあると推測されるが.その著述の前後関係、は明らかでない。

どちらも末尾の部分にはやや密教的な色イヤいが感じられる。インド刊IJ教の栴

教化にともない，十二縁起を説く経や十二紙起を略説する(と解された)法

頒は陀繰尼・心呪・真言と称されるに至り，密教的な解釈が施され儀軌文献

も作成されるようになる。パーラ朝以降.移しい数の法額刻文が奉献され呪

的m途に HJ~、られるようになるが、それらは11寺にー卜二Ikl縁11兄と称されている

ことが示すとおり専ら卜二縁起を説くものとされていたようである。両者は
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l明らかに並行する現象であろう。二注釈もこうした文脈に於いて理解すべき

ものと忠われる。

註

(1) 後述するように，法碩の(おそらく唯一のオリジナルな)tH典は律戴受戒健

度中の悌伝記事を締め括る，舎利弗と目連の帰仰を語る著名な一節であるが，

そこでは法頒は法門dhamma-pariyayaと呼ばれている。 PTS辞書はこの法

頒のように特定の単一な教義を述べた偽や短篇経典を法I'IJの原義と見るようで

ある (PTSDp. 339， q.v.)。一方Edgertonはparyayaをapiece of textの意味

で用いるのはヴェーダ文献のみであるとして， PTSDの記述に批判的である

(BHSD p. 279， q.v.)。なお，これを縁起法頒と呼ぶことは慨に一つの解釈を

示すものであるから，本稿では以後は単に「法頒」とする。

(2) 南海寄脚内法博巻第四[大正54，226c]:造泥制底及拓摸泥像，成印絹紙随槌

供養。或積為衆以埼褒之口11成刊I~塔0・"。又復凡造形像及以制底。金量!~銅織j尼漆

瓢石或緊沙雪。賞作之時中安二種舎利.一謂大師身骨.二謂縁起法頒。其額日

「諸法従縁起如来設是因 彼法因縁議是大沙門設」。要安此二.福乃弘多。

ここで義博は「縁起法碩J (Pratityasamu砂ada.gathaか?)と明言しているの

で、彼の|時代には既にこの名称が定着していたようである。一方、玄』英は r~1l

度之法，香末為泥作小翠堵波高五六す，書潟経文以置其中，間之法合利也。数

漸盈積建大翠堵j皮，線来於内.常修供養o.• • J (大唐西域記巻第九摩伽陀l調下

[大正51，920a]) と述べて，経文を法舎利として塔内に納めて供養するイン

ドの慣習を記録するが.その経文については具体的に記していない。

(3) 塚本啓枠，インド仏教碑銘の刷:究1，1996は多数の縁起法矧を収録するが，

パーラ朝以降のものが大半を占めており，最初期の作例もグプタ朝を遡らない

ようである。概ねこれが法頒が祈願・奉献の日的で刻文として使用され始めた

時期の上限を示すものであろう。以下に同書記載の初期作例を摘記する。①

Ka出eri10 (p. 420)， 5 c. :②Padal)a 11 (p. 513)西インド，カンへーリ石

館近くの丘陵項にある麿崖銘文， 5/6 c.: 1 ye dharmma hetuprabhava hetus 

te戸中 2tathagato hy avadat te戸rpca yo niro [dha] 3 evamvadi ma・

hasravaQab [Note] 3: mahasravaQab <mahasramaQab (Pischel 251 : 

ma> va) ;③Sanci 915 (p. 892)石板銘文， 6 c. ;④Sarnath 14 (p. 900) 

石刻銘文 (rSkt.4行， Gupta文字， Sarnath tH土の縁起法頒の最初期の例」

とあるも年代が示されていないが，対応する静谷目録II.139では r5c.，党訟

としては最古例」とする): 1 ye dharmma hetuprabha te~ãrp heturp 2 tath-

agato avaca te弱中 ca3 yo tirodha evarpvadi mahaSrama [I)al)]) ;⑤Sar-

- 48-



帥起法領再考

nath 19 (p. 901)， 5 c. :⑥Sarnath 169 (p. 928)石版銘文(年代がポされて

いないが.対応する静谷 ~-I 録No. 1699では r3 -4世紀のプラーフミー. 2 

語だけ党語形のi昆ったPaliJとし「恐らく碑銘に現れた最古例J[p.185]と

いう): 1 ye dha町田lahetuprabhava 2 tesarp hetuI11 tathaga = 3 to avoca 

tesa111 ca 4 yo nirodho e= 5 varpvadi maha = 6 sramaIJo :⑦Sarnath 231 

(p. 935) Dhamek搭出土石板銘文.Asiatic Society Museum， Calcutta蔵， 6

c.: 1 ye dharmma hetuprabhava heturp te~aI11 2 tathagato hy avadat 

te弱111ca 3 yo nirodha evarpvadi mahasramaIJa~. なお.後注(5)に示す渇illl

論文 (p.446)は 1世紀頃というパーリ刻文金板の報告例 (Maung Tun 

N yein， Epignゆhお lndicaV， 1898-99 [rep. 1960]， p. 101)に寵保つきで言

及するが.筆者未確認である。インド外での最初期の作例としては，塚本上掲

書III，2003にギルギット出土粘 1:板銘文j去頚7点(pp.43-45， Gilgit }-7)及び

ペシャワールの凍石円形印章法頒銘文 1点(p.492， Peshawar 10)が挙げられ

るが，いずれも 5-7世紀若しくは 7-8世紀とされている。他に.スコイエ

ン・コレクション中のパーミヤーン出土(?) 5-6 c. (?)銅製銘板ブラーフ

ミ一文字刻文法碩があるが，lH土地・年代共に疑わしい点がある(後注(5)，

Lore Sander論文参照)。東南アジア圏の法碩碑刻は7c./ 8c.を遡らないようで

ある(後注(5)に挙げる一連のSkilling論文参照)。

(4) 拙稿，真実，悌教皐研究50，1994， pp. 54-55 & 67 :真実の力，平成15年度

仏教史学会大会シンポジウム「京アジアの神と仏」基調報告①.悌教史学研究

47-2， 2005， pp.32-47。我凶に於る法額信仰の歴史と実態は審らかでないが，

管見に触れたこ例を上記基調報告の際の配付資料中に挙げた:(1)空海請来党

字法身偽(仁和寺蔵摩尼宝珠皇室茶羅の中央にある三弁宝珠に党字で記される)

(真鍋俊J!孔空海請来党字法身備と摩尼宝珠量茶羅.悌教委芸術122，pp.71-

81) : (2)親矯直筆「尊号真像銘文J (高田専修寺J哉，重文)の末尾に，別準・で

( i )華厳経経文「信為道元功徳~ij:J 以下七言!耳!旬とその釈文， (ii) r焼法門

諦文J，(iiD 卜悪の列挙.の三文が記されている。このうち第二の焼法門布l文
モロ毛ロノホウハヨリ シヤウス コノホウヨリエンメチス ニヨライ トキタマ7

とは. r焼法門諦文三反諸漣従縁生此法従縁滅如来説
コノインヲ コレタイ シヤ毛ン/セチナリ

是凶是大沙門説J (フリガナ・送リガナは原文のまま)というもの

であって，法碩に他ならない。同銘文影印版の解説を担当された平松令三博上

は r(三文の)どれも型.人自筆を源泉としていることは疑いない」とされ.生

桑完l明氏の論文二篇「経釈文rI~1:illの研究J. r尊サn像銘文に関連する1l1i題」
(共に同氏普.親鴛聖人撰述のliJf究.所収)への参照を指示される(親駕聖人

御真筆尊号真像銘文，解説p.84)。親驚自筆が間違いないとすれば.彼の法頒

への関心を示すものであろう。似しこの親鴛所引(? )の法碩は既知の諸漢訳

法頒のどれとも厳密には一致せず.今のところ典拠を明らかに出来ていない。
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また.この「焼法門(諦文)Jなる奇異な名称、の山米も不明である。

(5) J-_記~II\稿の注記に示したものと一部重複するが司法碩関連参考文献を以下に

列挙する:柿11亮三郎，不空鴇索観宵-偉t，師|同己三郎論集..1980， pp.415-425 (初

IHは掛文，第一年第六腕，明治43年):湯1111リJ，(卜二同級|児〉覚え書:き，向Jm:
[~~刊I~教事研究20.1， 1971 :酒井紫f!JJ(真91!)，W身備の真言化について，密教文

化111，1974 : 111 出明爾.縁起信仰，刊I~教略研究39 ・ 40 ， 1984 ;三友量)1凪縁起

法頒とo'jj1t待。J徳経Jh 平川彰博士古稀記念論集・仏教思想、の諸問題， 1985， 
pp. 125-138 ;風間敏夫.縁起法頒の一考察，印!支準備教皐研究34-1，1985 ;塚

本啓休法華経の成立と背景， 1986， pp. 163-172 ; Daniel Boucher， The 

Pratityasamutpadagatha and Its Role in the Medieval Cult of the Relics， 

]IABS 14-1， 1991 :張保勝，沙符と法碩，龍谷大学側教文化研究所紀要34，

1995， pp.15ト160:ド田正弘， iE繋経の研究， 1997， pp. 145-149 : Ingo 

Stral1ch， Zwei Stempel al1S Swat (Pakistan) ，. BIS 13/14， 2001 ; Lore San-

der， An Unl1sual ye dharma Formula， Manusc1かtsin the SchrJ yen Collec-
tion I/I， Buddhist Manuscripts Vol. 11， Oslo 2002， pp.337-349 & Plate 

XVIII : Peter Skilling， New Pali Inscriptions from SOl1th-East Asia， JPTS 

23， 1997 : do.， A Bl1ddhist Inscription from Go Xoai， Southern Vietnam and 

Notes towards a Classification of Ye Dharma Inscriptions， 80 ti sasαda-

CJ，ωn dれが'ase付 nanakhon: ruam bot khwam wichakan dan charull lae 

ekasan boran， Bangkok 1999 : do.， Traces of Dharma， Bulletin de I'Ecole 

franc:aise Extreme-Orient， Tome 90-91， 2003 : do.， Bl1dhist sealings and the 
ye dharma stanza， Archaeology of Early Historic South Asia， New Delhi， 

2008 : do.. Bl1ddhist Sealings in Thailand and SOl1theast Asia: Iconography， 

Function， and Ritual Context， InleゆretingSoutheast Asia's Past， ed. by E. 

A. Bacas et al.， Singapore 2008.なお， ~&近，柿智院大学那須真裕美講nllÎ に

より，インド他諸地域の考古遺物に於ける鰍起法瑚に|則する一連の研究が発表

されている(JJ!S須，縁起法頑とダラニの|問述ー奉献熔 (votivesWpa)に納入

される銘文作例からー，密教学研究第43号.2011，及ぴ同論校(1)に挙げられた

|司氏の諸論孜を参照)。また.サンスクリット法頒と漢字銘文(安西開元寺j去

師恵超の名を合む)を刻したユニークなパーラ判ブロンズ悌像の報告がある:

Max Deeg， Has Huichao Been Back to India? On a Chinese Inscription on 

the Back of a Pala Bronze and the Chronology of Indian Esoteric Buddhism， 

From Tmプ初白 Ajanta:Fiωおchriftfor Dieter Schlingloff on the Occasion 01 
hおEightiethBiげhday，Vol. 1， 2010， pp. 197-213 ，(本学准教授市川良文氏ご

教示)。

(G) 尤も法制に限らず悌伝関連資料にそうした例は多い(後注(9)参照)。
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(7) 前注(5)の榊論文 pp.419-423参照。湯山論文 pp.447-446にも指摘がある。蹴

律の基本形をマートラ数だけで示せば噌 12matra /18 matra //12 matra / 

15 matra / /である。 arya韻律については A.K. Warder，んliMetre， 1967 

(passim)及ぴLudwigAIsdorf， Die λrya-Strothen des Pali-Kanons: 
metrisch hergestellt lmd textgeschichtlich untersucht， Wiesbaden 1968 (esp. 

SS 308-309)参照。 Alsdorfによればarya韻律には古arya(alte arya)と新

arya (neue arya)があり，法碩など律蔵大品{略伝記事中のもの (19備を数える)

は}ataka(-gatha)， Thera/ Theri-gathaなどのそれとともに後者に分類される。

ともかしパーリ組作史の観点から見て.法頒は初期悌典の最古層には属し仰

ない。

(8) 法碩諸漢訳については上掲風間論文が網羅的に制介すると共に，中国側教

(特に禅宗)に於けるw頒の受容を検討している。東南アジア国のそれについ
ては一連の Skilling論文に詳しい。

(9) 増谷文雄博士によれば，合利弗・日連二大弟子州側謂は諸部派の律文献や

種々の悌伝文献にほぼ共通して見られるが.基本的な法資料・律資料に還元で

きず，悌伝資料同有の第三資料群(を博士は想定される)にのみ含まれる記述

の一つである(増谷文雄.アーガマ資料による刊I~仰の研究. 1962， p.347. pp. 

37ト374.)。法頒は同文で小部経典Aμdana'1'の二大弟子帰側;話にも/P.るが.
l明らかに律文献にもとづいた二次的用例であリ秘jにした伝承を示すものではな

い (PTSed. Pt. 1， p. 25 ;エピソード全体が針。kaで叙述されている'1'に法頒
が原形のaryaのまま挿入されている)。なお.二大弟子帰悌関連資料について

は.森章司・本津綱夫・岩井昌悟，中央学術研究所紀要モノグラフ篇No.

3 [資料集3]仏伝諸経典およぴ仏伝関係諸資料のエピソード別出典要覧.

[43-49] ピンピサーラ王の帰依・舎利弗日連の帰仏・故郷へ帰る句に網羅(I~J

に列挙され，ウェブ 1"-でも公開されている(http://www.sakya・muni.jp/ mono-

graph/03/3-1/4349. html)。

律の健度部が悌伝記 Ij~を合むことの意味.及ぴ各記事の成立と変遷の過程は，

平川彰博士が詳細lに論じられたところである(平川.仏伝より見た受戒健度の

新占、著作集10律裁の研究11，2000， pp.97-178)。以下に比較のため漢訳諸律

の受戒鍵度(相当筒所)から回収される法頑を訳m年代順に示しておく。①
四分律(法蔵部) (410-412)巻三三受戒健度之三 [大iEvol. 22. 798c] : (阿

淑卑胃，汝欲知之. ~II来説因縁生法，亦説凶縁減法ー) r若法所困生 如来『没

是閃 若法所!*]減大沙門亦説J (此義此是我削i説。):②五分律(禰沙塞=化

地郎) (423-424)巻十J〈第三分初受戒法1-1'[大iF.vol.22， 110b] : (頒紳.青.1l<: 
年幼稚皐日初j主笠能:n師成大之義.今岱為汝略説1t要一)r我師所説法従
縁生亦従縁滅一切;ln法空1!~有主J :③根本説一切有部昆奈耶 (703-713)
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出家事巻第二[大正vol.23， 1027bJ : (爾時局勝便以伽他，而告之F:Iー)riN'ii.去

従縁起如来設是I~I 彼法11¥1繰謹是大沙門説J (.1..注(2)に示す南海寄%}伝所

引の文と全同)。なお，平川博士によれば，現存受戒健度はパーり伴，五分f'lt，
四分律，摩詞僧紙律， ト踊律.根本有部律の)1闘に，!了い。

四分律所引法碩は従来散文と見られてきたが，句読の誤りで.明らかに偽で

ある。五分律所引のそれは散文か偏か判然とせず，また第4・5句が他と大き

く相違する。いわゆる五部広律のうち最も訳出の早い (404-409) 十m~律は仰

伝を欠き，従って法積も得られない。上座吉IS系諸律と大きく構成を異にする大

衆部の摩詞併紙仲 (416-418訳出)には受戒憾皮がなく，雑諦蹴渠法にその相

当筒所があるが，そこに本来記されていた筈の仰伝記事は省略されているから，

やはり法碩は得られない。ただ，巻三二第十蹴渠 (*varga)中の五百比丘集

法1鼠 llllち第一結集記事の中に，平川博士が「法身合利備」と呼んで法頒と見

なされる一連の備が出る箇所がある(平川上掲書:p.356)。そこでは阿難は経

l障の諦出を始めるにあたって先ず悌成道の経文を説き(如是我聞一時悌住欝昆

羅尼連河側菩提受陀羅);五百比丘がこれを承認して南無仰と稽したので，続

いて以下の四備を説く[大正vol.22， 491c] : r勤修習正受，見諸法生滅，長[1法

従縁起，離擬滅煩'1札(以ド第二~第四備の初三もjは第一偽と同文の繰り返し

につき各備の第PLI旬のみを記す).川誰諸法滅識。山推伏諸魔軍。山主11~J 除以

冥」。次いで長・中・雑・増ーの四阿合と雑蔵を漏出したという記述が統く。

この四備は確かに法煩に似た趣旨ではあるが，法頒に該当するとは忠われない。

ここは阿難が経蔵稲川に先立つて悌伝を説くという文脈中で成道に続く筒所で

あり. しかも四偽の内容は初転法輪における四諦の説相に近いから，それに言

及するものであろう。実際，有部系の二律でも，同じ文脈で阿難は転法輪経を

諦している(十制作巻六ー卜上・五百比丘結集三職法品第一[大正23，p. 448 

bJ ;根本設一切有郎見奈耳1)雑事巻三九・五I'i結集~J~ [大正24.p. 406b])。大

衆部系統でも他部派とほぽ同ーの法頒を別に伝えていたらしいことは，次H:に

示す通りである。従って法碩は上座部系譜部派だけでなく大衆部系でも伝承さ

れていたと見られるから.根本分裂以前に成立していたことになる。

(10) この前後の文脈の原型は，サーリプッタとアッサジの偽の掛け合いで進行す

る一種の歌物語風であったらしく， Alsdorfは上掲書に於いて，従来散文と見

なされていた備の復元を試みている。今は前後を省いて法頚に関わる筒所のみ

を示す。

atha kho ayasma Assaji Sariputtassa paribbajakassa imarp dhammapar-

iyayarp abhasi: 

ye dhamma hetuppabhava tesal!' hetu1!l tathagato aha， 

tesan ca yo nirodho eval1lvadi mahasamal)o 
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ti. atha kho Sariputtassa paribbajakassa imarp dhammapariyayarp sutva 

virajaq1 vItamalarp dhammacakkhurp udapadi: “yaq1 kinci samudaya-

dhammarp， sabbarp tarp nirodhadhamman" ti. (PTS ed， Vinaya I. Mahavag-

ga p.40) 

ye dhamma hetuppabhava' ti hetuppabhava nama pancakkhandha. 

ten'assa dukkhasaccarp dasseti. tesaJ'!l hetU1!1 tathagato aha' ti tesarp hetu 

nama samudayasaccarp， tan ca tathagato aha' ti dasseti. tesal!l ca yo 

nirodho ti tesarp ubhinnam pi saccanarp yo appavattinirodho， ta白catath-

agato aha' ti attho. ten'assa nirodhasaccaI11 dasseti. maggasaccarp 

pan'ettha sarupato adassitam pi nayato dassitaI11 hoti. nirodhe hi ¥;屯tte

tassa sampapako maggo vutto' va hoti. atha va tesan ca yo nirodho ti 

ettha teSaI11 yo nirodho ca nirodhupayo ca' ti evarp dve pi saccani dassitani 

hontf ti. idani tam ev'attharp patipadento aha: eval!lvadi mahasamal)o ti. 

(おmantaρ'asadikliV， PTS ed. p.975) 
仰伝のこの件りについては.周知の通りトルファン出土サンスクリット文凹

衆経 Catu~ari~at-siltra 断簡に並行箇所があり.有部系の伝l広を知ることが出

来る (Waldschmidt，Das Caftl$pan$atsutra， Teil 1， 1952， SS. 22-23)。同断

簡から回収される法碩の断片にもとづいて再構成されたlJ;t碩は以下の通り

(ibid.， Teil 11， 1962， SS. 378-384) : ye dharma hetuprabhavas te~ã叩

hetuq1 tathagata aha / te~ãr!1 ca yo nirodha eva叩vadimahaSramal)al]. / /。

また.大衆部系説出世部律受戒健度(相当箇所)の側;伝部分が増広分離した

文献と目されるマハーヴァストゥMahavastuにも当然ながら該当部分があり.

法頑の貴重な基本資料を提供する。近年.湯山博士によって影印版が刊行され

た只葉写本の読み (Senart刊本と若干の相違がある)を以ドに示す (Akira

Yuyama， The Mahavastu-avadana in Old 1をllm-Leafand Paper Manu-

scripts，し2001， p. 145， MS Sa， folia 288b2-3 : Cf. Senart ed. Vol. 111. p.62.8 

-9) : ye dharma hetuprabhava heturp te~ãq1 tathagato aha / te羽白 cayo 

nirodha evamvadi mahasramanah / /.但し.MVではシャーリプトラが出会

うのはアッサジ (MVではアシュヴァキンAsvakin)ではなくウパセーナ

(Upasena;同名の人物は複数生11られるが何れにせよ五比丘には含まれない)

であり，これは悌本行集経が「雨時有一長老比丘名優婆斯111)....入玉合城於其

城中次第乞食(摩詞僧!低師作如是説)J[大正3.875c] として言及するのに一

致するから.MVに限らず大衆部系一般の伝承である可能性がある(平岡聡，

プッダの大いなる物語・下， 2010， p. 543注41)。しかもウパセーナは「尊者

よ. Miは縁巳生の諸法について捨離を説く J (MV 61.3-4: 
pratityasamutpannaI11 dharmal11 khalv ãyu~mãn sasta upadaya pratinil)-
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sargarp vijnapeti)と言うのみで司法碩は説かない。これも悌本行集経 [876

b]に r{:者. ~l(;彼大師.設因縁法.談解脱路，我師f品i説1m是之法(摩詞僧紙

印li作如是説。迦葉'11ft(lJfi又復別説)J とあるのにほぼ一致する(但しこの『本行』

がう|く摩市IIH(liri氏。Ifiの伝承には少なくとも「我削i侃説女Il:i是之法」の文言があり，

{品の存在をl前提としていることにj主意)。そして法制はその後にシャーリプト

ラがL、きなりマウドガリヤーヤナに対して謝したことになっている (MVpp. 

61-62 :平岡pp.213-4) 0 I切らかに不自然な文脈であ‘り .MVの伝示若しくは

編集の混乱に関わる|問題と推定される。なお.MVネパール諸写本の詳細lな検

討を行ったVincentTournier博士から項戴した近諭によれば.MVは本来あ

くまで大衆部・出世間部律中のGreat Chapter (大事)であり.これを

Avadanaと呼んだのは，同書-の律との関係が見失われた後の17世紀中頃のネ

ワルの著名な学者Jayamuniが最初らしい (Tournier.The Mahttvastu and 

the Vinayati/aka of the Mahasarpghika・Lokottaravadin.ARIRIAB XV， 

2012， pp.87-104)。この文献をavadana.(この名称のh;i義をどう理解するにせ

よ)と呼ぶことには注意深くあらねばならないようである。

これに関連する資料として.訳出年代はドがるが，制I~説初j分説経(宋・施護

鍔)がある。三迦葉の帰仰，ピンビサーラ王の帰依，二大河}-[-帰仰の三話のみ

を記述する一服の刊I~伝であるが，そこではサーリプッタに法頒を諭すのはウパ

セーナ(烏波同書lnである。やはり大衆部の所伝であろうか[大Avol.14， 
N o. 498， p. 768a] :烏波西那言一我師所説縁生之法。総生法者，謂一切法

従悶縁生，従[~I繰滅。復以是義，説伽陀日: r若法困縁生法亦凶縁減是生

滅因縁 側大沙門説」。時，舎利子聞是法巳，遠座席I~垢.得法l根津。

閃みに.玄突は舎利子帰仰の慮に塔ありとしてその凶縁を伝えるが，その末

尾にf[羽為頒設，稀讃仰法。舎利子関巳，便獲果読」と云うのみで，法碩その

ものは示していない(大J者西域記巻第九摩伽陀凶ド[大正51，p. 920c]) :伏酔

象東北有家堵波，是舎利子問阿混婆侍比丘(唐言品!捗)説法議果之慮。初舎利

子在家也。高才雅fι 兄重賞時，門生率徒.f専以受業。此i時特入王舎大城，烏
勝比i壬亦)i乞食。 11キ合利子準見馬勝，謂門生[.[ー「彼う|ミ者甚'*'芋，不詩型果.

蛍j祈tJlil~成。 ~I'I:少f守!1'~:.. .f<<J~主~進趣」。馬勝比丘己謂搬i英，心得1' 1 拍:.容止平日雅，

振錫ラ~i:設。合利子日一「長老普安柴耶。師何人，讃Mi.公，者此之悦珠乎」。局

!捗謂卜|ー r f=l~不知耶， ~手飯王太子.捨轄輪王位，悲!岱六趣，苦行六年，讃三菩

提，具一切判，是丹削i也。夫法者，非有非空，韓ffi川錠緒， 1I佐悌輿悌乃能究述.

宣伊恐l床所能詳議」。因為額説，稽讃{略法。舎利子問巳.使獲果詩。

(11) PTS pp. 11-13.法眼を得たコーンダンニャら五比丘は「法を見.i:去を得.

j去を知り，法に入り.疑惑を超乙猶予を離れ.無畏を得て，自jJiの教えの他に

頼ることなき者J (ditthadhammo pattadhammo viditadhammo pariyo・

- 54-



縁起法頒再考

ga!hadhammo ti1)l)avicikiccho vigatakatharpkatho vesarajjappatto apara-

ppaccayo satthusasane} となり，釈尊に受戒を'11し出て聴許される。 li比11:
が法眼を得て受戒するのはKOI)Qanna，Vappa， Bhaddiya. Mahanama， Assaji 

の順であり，アッサジが最も遅い。これが彼がこの場而の登場人物として選ば

れた理由なのであろう。なお.四諦説と関わりの深いこの法眼の定型句につい

ては平川博士が各種用例を示して論じられ.舎利弗帰{格請にも言及される(平

川.原始仏教における法の意味.著作集 1法と縁起， 1988. pp.42-44， pp.82-

83 & pp. 215-216)。似しそこでは法頒を「問諦説でなく，他の教えによって

法眼を生じたというfylJJに挙げられる(Irt]p.44 & pp. 82-83注(血，))。法碩をど

う解釈されるか不明で・あるが.少なくとも|叫諭を説くものとは見られないよう

である。

(12)釈尊が先ず施論戒論生天論の次第説法によってヤサの心を浄化し次いで

「諸悌の卓越せる法の説示J(buddhanam samukkamsika dhammadesana: 

Cf. Asokan edict in Bhabra， vinayasamukkasse)，問lち四諦を説くと.ヤサ

には「恰も清浄でi号れなき布が完全に染め|二がるようにJ(seyyathapi nama 

suddharp vattharp apagatakalaka叩 sammadeva rajanarp patigal)heyya). 

無塵離垢の法眼が生じる (PTSp.16)。巧みな醤鳴を含んだこのー述のIli]文は，

上述の「法を見. (.去を得.…」という第2の定期もJを伴って，そのあとピンピサ

ーラ玉帰依の箇所 (PTSp. 36)まで度々問いられる。サーリプッタの場合.こ

の警町議も第2の定型旬も伴わない法眼の定型句のみが記されているのは、{格陀

から直接に;去を聞いていない故であろうか。

(13) 森章司博士は以上のプッダゴーサ注にもとづいて.法項を四諦を説くものと

見なされる。そして.法l恨の定型旬と ri去を見.法を得・…」の第 2の定型'tJJ

が他経 (MN56 {初li-sutta.PTS Vol. 1， p.380など)でも仰陀が四諦を説く

場面に出ること，その経の注釈文献が第2の定塑'tIJ中の「法 (dhamma}Jの

語を「聖諦の法 (ariyasaccadhamma)Jと説明すること.を傍証として示さ

れ.法碩は「四諦法頑と言うべきであるJ と明言される(森，原始仏教から阿

昆達磨への仏教教理の研究， 1995， pp.533-4)。他方.三枝充忠博士は法項が

縁起を説くものであることを強調され.サーリプッタと縁起思想の密接な!関連

を示す資料のーっとされる(三枝，縁起の思想， 2000， p. 296， pp. 321-

322)。

(14) 大正25.p. 136b-c: Etienne Lamotte. Le Traite de la Gmnde Vertu de 

Sagesse de Nagaげunα，Tome I!， p.631.この簡所の Lamotte仏訳の注は極め

て簡略で.パーリ律大品及ぴMVの対応部分(上述)を示すのみである。彼は

「インド仏教史」で法頒に言及しその呪的効力 (pui路ancemagique)を簡

潔に論じている (Lamotte，Histoire du Bouddhisme lndien， p.547)。
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(15) 初道はff(流(須陀沼srotapanna/ sotapanna)をいう。 l'lI締の現観により

法|眼を得て傾流に入ることについては，水野弘元，原始仏教におけるさとり.

水野弘元著作選集 2仏教教理研究， 1997， pp.105-113 (初m.r~ 悌年報31，

1966)を見よ。なお，水野博士は同論文で舎利弗帰仰のエピソードに言及され

る中で法領を「縁生偏」と呼ばれ. r縁起の道理をのべたもの」とされる。ま

た法眼の定型句も縁起の道理を示しだものであり，法眼とは「縁起の道理を知

る智惑の服」であって. r四諦も縁起に他ならないから四諦の道理を正しく理

解することによっても法眼が得られるとされるのであるの他を教導する場合に

は，舎利サI~のように簡単な縁起の説でj却肢を得た例もあるが，多くは四諦によ

ることが多かったから，四諦によって法|棋を得て現観したのである」と述べら

れる (p.106)。博士は同様の趣旨を他でも再説される(水野， j;証↑吾について.

問書p.121，145}。いかにも四諦と縁起は帰するところーであろうが.法碩の

解釈を検討する本稿では両者を区別して論を進める。

(16) 大正25.p.192b; Lamotte. op. cit.， pp. 1074-76.以下の引!日文中に出る!眠勅

(1111)は馴染みのない音写語であるが.Lamotte訳ではPitakaと還党されて

いる。随判JrItJ.剖・治門もそれぞれanuvartana-paryaya(l'enseignement par 
implication)及ぴpratipakl?a-paryaya(l'enseignement par opposition) と還

党・仏訳されているのに従って理解した。自民勅の語は先に同論巻二に出ており，

割注がある [p.70a20] : r摩詞迦栴延，悌在時，解f略語作雌靭~ (蝦勅秦言陸

戴) ([宋][宮]三陸蔵也).乃至今行於雨天竺Jo Lamotte仏訳該当筒所には

Pi le (Petaka)とあり (Tome I. p. 113， 1. 2).迦腕延の著作として
Petakoμdesaを必定する <lil]P.109-J10， n.b.2}。智!支論のこの二筒所の記述

によれば，幌制 (Petaka/ Petako，μdesα) は三蔵そのものではなく摩剖迦栴延
(Mahakaccayana)が悌在世中に著した膨大な経戴解釈文献を指し，それは

今も南インドで用いられている，ということになる。この文献については水野

弘元博士.Pefakopadl凶aについて，水野弘元著作選集 3パーリ論書研究，

1997， pp. 119-148. に詳しい。 Mahakaccayana造とされるPe!akopadesaが

現存パーリ級外文献中にあり(但しピルマ第六結集版では経峨小部に含まれ

るにこれに相当する文献が111:1諦論(婆薮蹴摩造・真諦i礼大正32，No. 

1647)には ril¥抵論」の名で，解脱道論(優j皮底沙造・僧伽婆縦訳，大正32，

No. 1648}には「三蔵」の名で.それぞれ引用されるが.それらのどれにも

ここで智度論が言及する内容に一致する箇所は見られない。蔵論 (Petaka)或

いは蔵樽 (Pe!akopadesa)は， ミリンダ王UIJ経古層と同時期の前2世紀中頃に

インド本土で成立したと見られ，その聖典解釈方法が後代のパーリ三蔵注釈書

類に影響を及ぽしていることは明らかなようである G プッダゴーサの律注釈と

智度論(に引かれる蝦勅Petaka=蔵計制で法額解釈が一致しているのも，こう
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した共通の淵源に由来するためであろう。とすれば，法碩を四諦の要説とする

理解は.同じく前2世紀中頃まで遡ると見ることも許されよう。なお，蝿勃に

ついては中国撰述論書に関連文脈がある(本学大学院早島慧氏による):維摩

経義疏(吉戴撰)[大正38.p. 943aJ :迦腕延.是南天竺婆羅門姓。...。十弟子

内，論議第一，善解修多羅。仰在世時司造昆勅十前偏三百二十両常0...，百論
疏 (0磁撰)[大正42，p. 299a] :大迦脇延造昆投説。此云似名論。'".明四教
義(智額撰)[大正46，p. 724b] :且智度論JlJI三議教。有三円入道.一是有門、

二是空門.三是仮名門也。…。いずれも上記の智度論の記述に基づくようだが.

後二者が昆勅を仮名とするのはPrajnapti/ Paftftattiと解したものか。

(1司 両偶が例示されるのは勿論人口に謄笑した著名な法門の故であろうが、共に

簡潔な.備であるために合意的で多義に解され得るためでもあろう。他に.四念

処が説かれれば問正勤その他も説かれたことになる‘ という例(経は特定され

ない)も挙げられるが今は略す。

(18)現存サンスクリット本は全30章のうち第14章初めまでしかなく.該当箇所の

原文は得られないため.以下のチベット訳からの和訳を示した:Sangs rg;怖

かispyodρ。(Buddhocarita・mαhiikavya).De. No. 4156， skyes rabs， nge 63 
a7-b1; Pek. No. 5656. skyes rabs， nge 76a3-4: gang zhig chos rnams 

mtshan ma las ni byung ba ste / / de dag rnams kyi mtshan ma bcoms ldan 

gyis gsungs shing / / gang zhig de dag rnams kyis nges par・gogpa dang / / 

yang dag 'gog pa de yi thabs gang gsungs pa '0 / / c 原詩の韻律も当然なが

ら不明であるが.馬l喝の二詩篇(本作品サンスクリット現存部分及ぴ

Saundara-nanda)に1+1いられる多様な韻律中lこaryaの例は報告されていない

から (E.H.Johnston. The Buddhacarita or Acおザ theBuddha. Pt. II， 1935， 

Intro. pp. lxiii-Ixiv). ここでもその可能性は低い。また.法額中の凶 (hetu)

に相当する語が本備ではmtshanmaと訳されていることも特異である。これ

は通常はnimittaの訳語であり，おそらく版文にそうあったものと推定して敢

えて「因相」と訳しておいた。 hetuを用いないのは韻律の要請など修辞上の理

山であろうか。なお.梶山雄一他訳.ブッダチャリタ，原始仏典十， 1985.当

該備の訳注に.本f品第 4 句が律蔵大品に n l• るような通常の法頒と相違すること

が指摘されている (p.387注(8))。

(19) 悌本行経(失訳.支謙以降羅什までの間か?)[大正 4.81b] ;悌所行讃

(北涼・曇無識訳とされてきたが，霊IJ宋・宝雲訳か?5c.中頃)[大正4.33 

b] ;仰本行集経(陪・附那帽多訳‘ 587-591)[大正 3.876c]。偶々三訳に対

応備が存在するので示したが.言うまでもなくブッダチャリタの漢訳に相当す

るのは第二の悌所行讃のみである。

。。最初の{祐本行経では，アッサジ(馬両li)は予め竹林園に於L、て悌陀から
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縁起法領再考

r(王舎城へ行く途'11で)異教徒に会ったら阿諦の煩で順序よく教えよJ (払:卒

逢異皐，官以四諦頒，次第為解説)と忠告されたことになっている。また，第

三の刊I~本行集絡では，二種類の法碩が説かれる。アッサジ(阿潟波踊紙多)は

初めに「諸法従ドl生諸法従因減知:是滅典生沙門設知是」という，道

(諦)を含まない(通常の)法碩を諦し，サーリプッタ(優波低沙)が説明を

求めるのに応じて.第3句を滅(諦)問l道(諦)に改変したこの法碩を重ねて

説くのである。側本行集経は，経末尾に曇無徳自iJi所伝「釈迦牟尼仰本行」とあ

るものに相当するとして法蔵部に属すると見られている。しかし，この二侃は

どちらも上注(9)に挙げた法!鋭部所属の四分仲所引の法額とは一致しない。ニI津

ともi英訳の際に加えられた変更若しくは脚色の可能性もあるが，プッダチャリ

タと対照するに， J日{文も略こうしたものだったと見るべきであろう。

なお，大乗経典ではあるが.大方等大集経(北涼・曇無識課)巻第十九質随

分第九魔苦品第ーにもサーリプッタ帰悌話が語られている。そこでは.アッサ

ジ(烏星)がウパティッサ(憂波提合=サーリフ。ッタ)に法頚に相当する内容

を説くが，それは四諦八聖道を要約したものである。そして，ウパティッサは

法眼浮を得て須陀j互に入り， rアッサジ比丘が阿諦を説くのを聞いて三越道を

趨えることが出来た」と語る[大正 Vol.13. No. 397， p. 129abJ :馬民符

常一 r 。苦三男子，汝今諦憾。我嘗為汝分別解説。法従総生，通達是Ikl，Ikl 

繰減故， f!ll是寂静。世間即苦，苦因名集，若修八正.世間集滅l。若無苦集，我

師説言.名為i里繋。持男子。我師唯設如是等法」。憂i皮提合同是語己。得法|出

;事名須陀j亘。即説侃言ー「我間比丘設四諦即得過於三悪道昔来未聞今得|瑚

昔所未得今己得。...oJ

(21) 勿論，法碩が元来は二大弟子改宗謂とも四諦説とも fi~:按の関係を持たず別例

に伝承されていた可能性もあるが，そうした例は文献的に確認されない。法頒

の碑文資料が似に 1"111:紀まで遡るとしても.J:に凡たとおり法額は根本分裂以

前の作蔵に合まれていたと推定されるから‘業IJ文法煩を律戴中の法頒よりl'iい

狛立した一次資料と見なすことは難しい。なお， .11命j誠についてはまだ網羅的に

調査したわけではないが‘今のところ法頒の例を検出していない。

仰 Louisde La Vallee Poussin， Catalogue 01 the Tibetan ManuscゆtsIr01ll 

Tun-huang in the lndian Qが~ce Libraη人 Oxford1962， H27.2， pp. 49-50. 

No. 127 & No. 128:山n瑞鳳他編，スタイン蒐集チベット文献解題口録第2
分'1l1J'，東洋文庫 1978.pp.51-52， No. 127 & 128. 筆者がこの文献の存在を知

ったのは，かなり以前にPeterSkilling博士から伽|人的に提供頂いた情報によ

る。記して深謝"1し1'.げ.る。また，本学凶書:館にはスタイン・コレクションの
マイクロフィルムからのプリントを製本したものが収蔵されているものの，甚

だしく縮小されたサイズと経年変化のせいで殆ど判読不能であるため.読解に
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林組法煩Ilf考

は東洋文庫所蔵のマイクロからのプリントを用いた。同資料の入手にあたって

は.東京大学教授斉藤明博士の誠にご懇切なご高配に煩かった。併せて深甚の

謝意を表する次第である c 両博士に折角のご配慮を項きながら既に相当の年月

を経過してしまったのは偏に筆者の怠慢による。

。訓 告:宇i'名Vinayavarmanは.コロフォンに見える著者名 'Dulba'i go chaをフ。

ーサンf3録が還死するものに従う。チベット名党名共にチベット大蔵経目録類

には検出されず.この著者は従来全く知られていないように息われる。以下に

テキストを示すが.敦健文献特有の古い綴字法は全て修正を加えず原写本のま

まである。

rGya gar skad du 1 Phrad tf dya sa mud pa ( ') da ga (・)tlUl' 11 
[・Pra抑制mゆ ada-gatha]

Bod skad du 1 rTen cing・brel(d)仰r'byung ba'i fslzig su bc (h)σd pa'// 
chos rnams gang dag rgy凶 byungde dag gi /1 
rgyu dang de dag 'gog pa gang yin pa'ang / / 

de bzhin gshegs pa nyid kyis bka' stsal (d) te / / 

de skad gsungs pa'ang dge sbyong IB38a2] chen po yin / / / / 

rGya gar skad du / P (!Z) ra ti dya' / sa mud pa' da / dga' tha' / [A34 

a2] byag khya na' /1ドPratityasarnu砂lida-gatha-vyakhyana]
Bod skad du / rTen cing 'brel par 'hyung ba・itshig su bc(h) ad pa' / / 

rnam par bshad pa' / / 

thams ca mkhyen pa la phyag 'tshal 10 / / 

slobs dpon dByig gnyen [B38a3] la stsogs pa / sngon gyi slobs dpon 

rnams kyis / byang chub (・)thob pa dang rjes su 'thun ba (') / rten cing 'brel 

par 'byung ba'i don bshad pa' 1 mdzad pa nyid pas 1 sngun (/ sngon， B) 
ma byung ba'i don bstan par bya ba [A34a3] ni Cl1ng zad kyang myed do / / 

de Ita yin mod kyi skye bo dbang po (rtul po， B) rnams la [B38a4] phan 

gdags pai phyird dang / rang gi dren ba bskyed par bya ba'i phyird / rten 

cing ・brelpar 'byung ba・ibshad pa brtsam mo 1/ 
chos rnams gang dag rgyus byung zhes bya ba la stsogs pa la / gang 

dang de gnyis ni rtag tl1 'brel pai phyir 1 de dag gi ces bya ba'i sgra sbyar 
par de dag ces [B38a5] bya ba'i sgra yang sbyar bar bya ste / [A34a4] 

bka' stsal (d) te zhes bya ba byed pa'i tshig bstan pa ni / de dag ces bya ba i 

sgra la bltos par bya '0 / / des na tshig gi don ni / chos rnams gang dag 

rgyus byung ba de dag de bzhin gshegs pas bka・stsal(d) te / zhes bya ba 

'dir 'gyur ro 1/ 
rgyus byung zhes bya ba ni / rgyu las skyes pa ste / [B38b1] nye bar len 
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縁起法傾向考

pa 'i phung po lnga po 'bras bur gyllr pa rnams shes bya ba'i tha tshig go / / 

[A34bl] 'dis ni sdug bsngal gyi bden ba dang / (de， A) myi rtag pa dang / 

Sdllg bsngal ba dang stong pa dang / bdag myed pa'i rnam pa dag gis bsgo 

(-m， B) bar bya ba yang bstan te / gang gi phyir sdug bsngal ni yongs su 

shes par bya zhes gsungs pa 'i [B38b2] phyir ro / / gal te ji (/ ci， B) ltar 

na 'dis myi rtag pa ('i) la stsogs pa'i rnam pa yang bstan pa yin zhes na (，) / 

bshad pa' / / gang (la， B) rgyu las skyes pa de ni myi [A34b2] rtag pa '0// 
gang myi rtag pa de ni Sdllg bsngal ba '0// gan sdug bsngal ba de ni stong 
pa '0// gang stong pa de ni bdag myed pa yin (no) zhes gsungs pa'i phyir 
ro // 

de dag gi rgyu zhes bya ba [38b3] la / de dag gi zhes bya ba ni / sdug 

bsngal gyj ngo bo (nyid) rnams kyi '0 / rgyu ni byed rgyu ste kun 'byung 

ba zhes bya ba 'i tha tshig go / / de dag gi rgyu yang / yang 'byung ba [A34 

b3] (pa， B) i sred pa dga' ba 'i 'dod chags dang bchas (/ bcas， B) pa 

'0// 'dir yang tshig gong ma las gang dag ces 'byung ba'j sgra la bltos par 
bya ste / / [B38b4] gang dang de gnyis kyang 'brel pa 'i phyir / de zhes bya 

ba 'j sgra yang sbyar bar bya '0// des na (don， B) ni rgyu gang dag yin ba 
de dag kyang / de bzhin gshegs pas bka' stsald to zhes bya ba・di(s) bstan 

par 'gyur ro / / [A34b4]・disni kun 'byung gi bden ba dang / de kun 'byung 

ba dang / rgyu dang rab tu skye ba dang / rkyen gyi [B38b5] rnam pa dag 

gis bsgo(・m，B) bar bya ba yang bstan te / gang gi phyir klln 'bYllng ba ni 

spang bar bya zhes gsungs pa 'i phyir ro / / gal te ji (/ ci， B) ltar na 'dis 

kun 'byung ba la stsogs pa'i rnam pa yang bstan pa yin zhe na / de myed na 

myi 'byung ba'i phyir / rgYll'i [A35al] rnam pa gsungs pa nyid kyis / kun 

'byung ba la stsogs pa rnam pa [B39al] gzhan rnams kyang bstan par gyur 

(-d， B) ba kho na '0// 
de dag 'gog pa gang yin pa'ang zhes bya ba 'dir yang / de zhes bya ba 

'i sgra la bltos par bya ste / des na clon ni / 'gog pa gang yin ba de yang bka' 

stsaI (-d) to (/ te， B) zhes bya ba 'di yin bar rig par bya '0// 'dis ni 'gog 
pa'i bden ba dang / [A35a2] de・gogpa dang / zhi ba dang / gya nom ba 

dang [B39a2] nges par byung ba 'i rnams pa dag gis bsgom bar bya ba 'ang 

(/ yang， B) bstan (・d)te / gang (gi， B) phyir 'gog pa ni mngon sum (/ 

du， B) bya zhes gsungs pa 'i phyir ro / / gal te zhi ba la stsogs pa・irnam pa 

ni ma gsungs na / de ci ltar shes she na / 'dir bshad pa (，) / / de myed na mi 

'byung ba 'i phir(-d) 'gog pa 'i rnam pa gsungs pa nyid kyis zhi ba 'i rnam 

pa [B39a3] la stsogs pa [A35a3] gzhan dag kyang bstan par gyur pa kho 
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紬起法領再考

na '0// 
de skad gsungs pa 'ang zhes bya ba la / de skad ces bya ba 'i sgra ni / de 

bzhin zhes bya ba 'i don yin no / / de bzhin zhes bya ba 'i sgra yang ci ltar 

zhes bya ba 'i sgra dang・brel[/ 'bral， B] te / des na don ni ji [/ ci， B] ltar 

sdug bsngal gyi bden ba 'i rgyu bka' stsal (d) [B39a4] pa de bzhin du /・gog

pa'i thob par byed pa 'i rgyu yang gsungs so zhes bya ba 'di yin [A35a4] 

bar rig par bya・0//百isni 'gog pa thob par byed pa 'j rgyu lam gyi bden ba 
yang gsung (s) ba nyid dang / de (la) lam dang / rigs pa dang / (b-， B) 

sgrub pa dang nges par 'byin (・d，B) pa'i rnam pa dag gis bsgom bar [B39 

a5] bya ba yang bstand te / gang gi phyir(-d) lam ni bsgom bar bya zhes 

gsungs pa 'i phyir ro / / gal te ji (/ ci， A) ltar na / lam dang / rigs pa dang / 

(b) sgrub pa dang [A35bl] nges par 'byin pa'i rna~ pa 1・namskyang shes 

par bya zhe na (') / / de dag ni (/ gi， B) lam gyi bden ba myed na mi 

'byung ba 'j phyir(・d) / / de rtogs pa nyicl kyis de dag kyang rtogs par・gyur

[B39blr ba kho na司0//yang na 'gog pa la yang don gnyi (s， B) su rig par 
bya ba nyid (de， B) /lam 'cli (s， B) las dang nyon mongs pa rnams 'gog 

par byed pas /‘gog pa dang / lam gyi [A35b2] bden ba '0 zhes bya ba 'j don 

yin no // 

bcom ldan・da・sni dge sbyong gi chos (dan， B) ldan bas / dge sbyong 

ste / dge sbyong thams cad kyi g臼obor gyur (d) pa'i [B39b2] phyir(d) / 

chen po yin no / 

'di dag gis ni sdug bsngal rgyu dan bchas (/ bcas， B) pa dang / 'gog pa 

(，) thob par byed pa 'i rgyu dan bchas (/ bcas， B) pa gsung pa (/ ba， B) 

'i phyir(d) / bcom ldan 'das ('da's， B) ni (‘) [A35b3] bden ba bzhi gsung pa 

(/ ba. B) yin no zhes bstan pa yin no / / 'dir ni ci (/ ji， B) ltar mngon bar 

rtogs pa 'i go rims kyis yin gyi / skye ba'i go rims kyis ni ma yin no / / [B39 

b3] 'dis ni rnal・byor(d， B) pa byang cub (/ chub， B) gyi (/ kyi， B) 

spyod pa la brtson bas / rtag pa la stsogs pa rnam pa bcu drug gi gnyen por 

myi rtag pa Ia stsogs pa'i [A35b4] rnam pa bcud drug gis / 'phags pa 'j 

bden ba bzhi bsgom bar bya・ozhes bstan pa yin no / / 

tshigs su bcad pa 'di'i don gzhan du yang [39b4] rtogs par bya ste / chos 

rnams gang dag rgyus byung de dag gi rgyu zhes bya ba 'dis ni / kun nas 

nyon mongs pa ('， B) pa 'i rten cing 'brel par 'byung ba'i yan lag bcu gnyis 

bstan pa(・r，B) mdzad do / / [A 36al] rgyu dang de dag 'gog pa gang yin 

ba dang(sid) zhes bya ba 'dis ni / rnam par byang ba 'j rten [B39b5] cing 
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'brel par 'byung ba (i) bstan pa (・r，B) mdzad do / / de bzhin gshegs pa 

nyid kyis bka' stsal te zhes bya ba 'dis ni /de las gzhan bas bshad pa bkag 

pas / de bzhin gshegs pa kho nas bka' stsaI (d) par bstan to / / de skad [A36 

a2] gsungs pa'ang dge sbyong chen po yin zhes bya ba 'dis kyang / bcom 

ldan 'das (/ 'da's， B) ni phyin ci [B40al] ma log pa gsungs pa (/ ba， B) 

nyid dang / bsod nams dang / ye shes kyi tshogs yongs su rdzogs pai phyir 

dam pa nyid du bstan to / / 'dis ni bsdus pa 'i don yin no / / 

tshig gi don bshad par bya坑e/ gang dang de gnyis ni rtag du 'breld 

(/ 'bral. B) [A36a3] pa'i phyir / des na don ni / chos rnams gang dag 

rgyu Ias(') byung ba de dag de bzhin [B40a2] gshegs pas bka' stsal (d) to 

zhes bya ba 'di yin no / / chos de dag ni gang yin / rgyu dag kyang gang yin 

zhe na (') / de la re shig chos ('di) dag ni bdun te / bdun (dag) gang dag yin 

zhe na / rnam par shes pa dang / mying dang gzugs dang / skye mched drug 

dang / [A36a4] reg pa dang / tshor ba dang / skye ba dang / rga shi ste / 

chos bdun po・didag ni /・bras[B40a3] bur gyur(-d， B) pa skye ba'i kun 

nas nyon mongs pa yin no / / de dag gi mtshan nyid ni gzhan dag las bshad 

pa nyid de / gzhung mangs Sl1 ('， B) dogs pas ma bshad do / / rgyu c1ag 

kyang gang zhe na / ma rig pa dang / sred pa dang / len pa dang / 'c111 byed 

dang / srid pa zhes bya ba lnga po (de， B) dag ni rgyu dag [B40a4] yin 

no / / de la ma rig pa dang / sred pa dang / [A36bl] len pa ni / nyon mongs 

pa 'i kun nas nyon mongs pa '0// 'du byed dang srid pa ni / las kyi kun nas 

nyon mongs pa '0/ rgyu 'di dag las 'byung bas na (') / rgyus byung de dag 

gi rgyu zhes bya ba la rgyus ni byed rgyu '0 / de dag ces bya ba ni / chos 

bdun po rnams [B40a5] dang / rgyu lnga po rnams so / / 

gzhan na re / chos bcll1n po dang / rgyll lnga po cle dag gi [A36b2] rgyl1 

(gang) yin zhes 'dris te (/ ~dri ste， B) / rgol ba 'di 'i bsam ba ni / yan lag 

bCll gnyis (la) l11a gtogs pa 'i rgyuma brjod pa 'i phyir dang / brjod na yang 

thug pa myed par thal bar 'gyur te / de'i phyir chos bdun dang / rgyu lnga 

po ('di) dag gi rgyu ni myed pa yin no / / [B40bl] snyam du bsams so / / 

'di ni 'di ltar(d) bcom ldan 'das ('da's， B) kyis rten cing 'brel par [A36 

b3] 'bYllng ba i 'khor 10 nyon mongs pa las / nyon mongs pa skye ste / sred 

pa las len pa '0// nyon l110ngs pa las las te / len pa las srid pa dang / l11a rig 

pa las 'du byed do / / las las kyang dngos po ste / 'du.byed las rnam par shes 

pa dang / [B40b2] srid pa las skye ba '0// c1ngos pa las kyang dngos po 

ste / rnam par shes pa las [A36b4] (kyang， B) l11ying dang gzugs nas / reg 

pa las tshor ba 'i bar dang / skye ba las rga shi '0// dngos po las kyang 
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nyoI1 mongs pa ste / tshor ba las (kyang， B) sred pa skye '0// zhes rnam 
par gzhag (/ bzhag， B) pa nyid kis bstan pa yiI1 no / / gang gi phyir srid pa 

'i yan [B40b3] lag rnams tshul de Itar rnam par bzhag (/ gzhag， B) pa de 

i phyir / ma rig pa la stsogs pa (，) nyOI1 mongs pa dang / [A37al] las 

dang dngos po 'i rang gi ngo bo dang / dngos po c1ang las dang nyon mongs 

pa las kyang zhes bstan (・d，B) pa yin no / / de i phyir yan lag (gzhan) ma 

brjod pas thug pa myed par yang thal bar myi 'gyur [B40b4] la / 'dir chos 

bdun dang / rgyu lnga po dag skyed par byed pa・irgyu myed pa (・r，B) 

yang ma yin bar gnas so / / 

yang slobs dpon [A37a2] gang dag rgyu zhes bya ba I sgra tshig (gi， B) 

phrad yin bar bchad ('chad， B) pa de dag gis ni rten cing 'brel par 'byung 

ba i 'khor 10 ma bstan(-d， B) pa 'j phyir (d) dang / de ma bstan pas kyang 

gzhan dag rgol [B40b5] ba 'i glan ka 'i lan ma btab pa 'j phyir / ci yang ma 

brjod du zad do / / 

de dag 'gog pa gang yin pa'ang zhes bya ba 'c1ir yang de zhes bya ba 'j 

sgra (la) [A37a3] bltos par bya ste / des na don ni・gogpa (gang yin ba') 

de yang bka・stsaldto zhes bya ba 'di yin no / / 'gog pa dang nye bar zhi ba 

dang / mya ngan (las)‘das (・da's， B) pa dang / thar pa zhes bya ba dag 

[以下 B欠]ni rnam grangs so / / 'dis ni rnam par byang ba'i rtend cing 

・brelpar 'bYl1ng ba'i mtshan nyid bstan to / rnam par byang ba'i mtshan 

nyid [A37a4] bstan pa yang ji lta bu zhe na / bshad pa bcom sdan 'das kyis 

ma rig pa 'gags pas 'dl1 byed 'gags pa nas / skye ba・gagspas rga shi・ga[g] 

s te / sdug bsngal gyi phung po chen po 'ba' shig po 'di dag 'gags par gyur 

ro zhes ram par byang ba'i phyogs rgyas par bka・stsaldpa'o / / 

de bzhin gshegs pa nyid kyis bka' stsal te zhes bya ba la de bzhin gshegs 

pa [A37bl] zhes bya ba ni yang dag par rdzogs pai sangs rgyas gzhan dag 

gis skad gsungs pa de bzhin c1u / gsungs pas na' de bzhin gshegs pa zhes 

bya'o / / bka' stsald te zhes bya ba ni gsungs par 'gyur ro zhes bya ba'i tha 

tshig go / / 

de skad gsungs pa'ang dge sbyong chen po yin zhes bya ba 'di Itar 'di la 

bstan pa rtag paI tshul du gsungs pa'i ngang tshul yod pas / de skad gsungs 

pa'ang dge sbyong chen po yin [A37b2] zhes bya ba la tso bo dang / dam 

pa dang phuI dang rab mchog ces bya ba'i tha tshig go / dge sbyong zhes 

bya ba ni sdig pa zhi bar g刊 rpa'i phyird / dge sbyong ngam /'nyon mongs 

pa dang / nya ba'i nyon mongs pa zhi bar gyur pa'i phyir dge sbyong zhes 

bya ste / de bzhin gshegs pa dgra bcom ba yang dag par rdzogs pa 'i sangs 
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rgyas gang yin ba'o zhes bya ba'i tha tshig go / 

'dir rnam par bshad pa gnyis kas yang kha chig rgol ba / rnam par [A37 

b3J bshad pas ni lung dang rigs pa gnyisbrjod par bya ba yin na' /ji ltar na 

rigs pa de myi brjod ce na / rigs pa smra ba rnams kyis gzhan clu 'phags pa 

'i bclen ba bzhi la stsogs pa'i bsgrubs par byed pa'i rigs pa bshacl zin pas / 

'dir ni gzhung mang du dogs pa'i phyir ma smras so / de nyid kyi phyir 

bchom sdan 'das kyis kyang rten cing 'brel par 'byung ba mdor bstan pas 

bka' stsald par rig par bya'o /・dibstan pas cir [A37b4] 'gyur zhe na / 'di 

ltar rnal 'byor pa'i dbang phyug rnams rten cing 'brel par 'bYl1ng ba mnyan 

pa dang bsam ba dang / bsgom ba'i rim gyis nyon mongs pa dang / nye ba'i 

nyon mongs pa bag chags dan bchas pa'i gnas nas spang ste / ring po myi 

thogs par byang chl1b thob par '幻司rro / de bas na 'phags pa'i bden ba bzhi 

bsgom ba dang / rten cing 'brel par 'bYl1ng ba bsgom ba 'i phyir brtson bar 

bya '0// / / rTe1'l ci1'lg 'brelραr 'byu1'lg bα， iぉhigsu bcadρα rnam戸ar
bshadρ。/

sLobs dpon Kun gyis bkur ba'i sde pa (事Sammatiya)Dul ba i go chas 

いVinayavarman)mdzad pa rdzogs so / / 
(24) Skilling [1999]， p.183， 2.3.1.上注(3)に示した法頒碑文の諸例をも参照。

側近年， iE:lit古15に関する研究は，岡野潔，本多至!丸並川孝儀などの諸氏によ

り著しい進展を見せている。ここでは最新の業績として並川，インド仏教教凶

正量部の研究， 2011を挙げるにとどめる。

。。 世親に法領に対する注釈があったことは知られていないから，縁起経緯を指
すものか。 或いは，以下の記述を見れば本文献が倶舎論のl直接的な影響下に者:

された注釈であることは明らかであるから.I司書:に示される縁起解釈を云うの

であろうか。世親の縁起説については楠本信道博士の近著が委細を尽くしてい

る(楠本. r倶舎論』における世親の縁起観.2007) 0 

m 倶舎諭賢型品に‘果なる(五)取離を苦諦，同なる(五取組)を集諦，とす
るのによるであろう。 Abhidharmakosabha$ya(AKBh) acl Abhidharmakosa・

karika (AK) VI.2， Pradhan 2nd ed.， p.328.14: tatra phalabhuta upadana-

skandha dubkhasatyam / hetubhutab samudayasatyam /…機部建・小谷信

千代.倶合論の原典解明賢型，'ft" 1999， p.12 

。割 以下には有部正説のいわゆる四諦十六行相の現観の次第が要説されている。
四諦説のj首相|は，平川， I1l1諦説の種々 相と法制，著作集 1，pp.213-270に詳し

い。また. i:具合論(第七章・智品)の記述を111心にこの学説を的確に紹介・分

析された本学青原令知教授の革論を参照されたい(青原，'i:具合論』における

四諦十六行相の定義，捜部建博士喜寿記念論集・初期仏教からアビダルマへ，

A畠
j円。
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2002， pp. 241-258). 

(29) 古・集・減・道をそれぞれ遍長11・永断・直証・修習することを.示転・制j

転・証転の三段で説く，いわゆる四諦三転卜二行相は，諸部派にj且ずる経説で

あり，倶舎論では賢聖品54偏ドにlHる (AKBh371.11-24 :階部・小谷，前掲

書pp.336-338 ;平川，上掲論文をも参照)。

。。法碩第 2句のhetum(単数対格)を綾数対格として解釈することを指示す

るようである。或いは.複数対格hetunの読みを持つ法頒テクストを前提と

している可能性もある。

。1) 四諦の順序が現観の11闘であることを云う倶合論賢型品の記述に依るのであろ

う [AKBhPradhan 2nd ed. 327.15-328.5J :“dllbkhal11 samlldayas tatha / 
nirodhamarga iti' (VI.2bc) et;a e~ãm anllkramab /…/ sa punar ayam 

叫e号arp yathabhisamayarp krama~" (VI.2d) //2/ / yasya hi satyasyabhi-

samayal) purvas tasya purvanirdesaり/itaratha hi p日rvarphetllnirdeso 
'bhavi~yat pascat phalanirdesa~ / kesarpcit lltpattyanuk日ladesana / yatha 

smrtyupasthanadhyanadinam /.../ satyanarp tv abhisamayanukula desana /… 

(機部・小谷 pp.6-7)

倒 十六行相が常楽我浄の四傾倒を初めとする十六の傾倒の対治であるという見

方は.倶舎論に説かれ衆賢も継承する有部の正説である(背原.上掲論文参

照)。

側 以上の十二縁起に関する説明は.倶舎論第三章世間品における十二縁起の記

述に依ったものであろう。山口益・舟崎一哉.倶舎論の原典解明世間品， 1955， 

第二章第五節「十二凶縁の略摂」にほぼ相当する。本文献との密接な関連を示

すために.やや長文になるが以下に該当筒所を掲げる(刊本を適宜修正したが

一々記さない) [AKBh. 134.4-135.6J : sa pllnar e号advadasangal) pratitya-

samlltpadas trisvabhavo veditavyab / klesakarmavast日ni/ tatra 叶desas

tril)i" (III-26al) triI)Y a白gani klesasvabhavany avidyatr!?I)opadanani / 

"dvayarp karma" (111・26a2) angadvayarp karmasvabhavarp sarpskara 

bhavas ca /、aptavastu" (111・26bl)saptangani vastusvabhavani vijna-

nanamarupa守aclayatanasparsavedanajatijaramaraI)ani k lesa karmasraya-

tvat / yatha ca vastu saptangani “phalal11 tatha" / (111・26b2)saptai-

vangani phalabhutani / Se~ãQi panca hetubh日tani karmaklesasvabha-

vatvat /…/ yadi khalu dvadasanga eva pratityasamutpada evarp saty 

avidyaya anupadi詩ahetul王atvadadiman sarpsãra~ prapnoti jaramaraI)asya 

canupadi詩aphalatvad antavan / angantararp va punar llpasarpkhya-

tavyarp tasyapy anyasmad ity anavasthãprasanga~ / nopasarpkhya-

tavyam / yasmad upadarsito 'tra Bhagavata-叩klesatklesa~ kriya caiva 
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tato vastu tata~ puna~ / vastuklesaS ca jayante bhava白ganam ayarp 

naya~" / / (lll・37)/ / klesat kleso jayate tr~l).ãyã upadanam / klesat 

karma / upadanad bhavo 'vidyayaS ca sarllskara / karmaI)o vastu safllskare-

bhyo vijnanarp bhavac ca jãti~ / vastuno vastu vijnanan namaruparp yavat 

sparsad vedana jates ca jaramaraI)am / vastuna与klesovedanayas tr~l). 

eti / yasmad e号a nayo vyavasthito bhava自民narptasmad avidya 'pi 

klesasvabhava vastunal) klesad veti jnapitarp bhavati / vedanantac ca 

jaramaraI)avastunal) punal) kleso bhaviti natra punal) kifllcid upaSal!1・

khyeyam /“evam asya kevalasya mahato dul)khaskandhasya samudayo 

bhavati" iti vacanat /… 

(34) 頒111のhetuを不変化辞と見なすというのが，具体的にはどのような解釈で

あるのか判然としな ~'o 第 1 句中の hetu は複合語の後分をなしているから.

不変化辞のhetuとは第 2句にあるそれを指すと見る他ない。 hetumtesam 

(/ tesam hetum)を「それらのために」とでも解するのであろうか。或い

は hetuと2つの不変化辞に分けて読むのであろうか。ともかく，こうした記

述から，また序文での先師たちへの言及からも，このテクストが先行する複数

の法頒詰釈文献を前提としていることは明らかである。

(35) 沙門 (sramana/ samana) を語根~sam/ ~sam r静める」から導く通俗語

i原解釈である。阿合・ニカーヤに説かれるものであるが，ここではやはり倶合

論賢烈flitの記述にもとづくのであろっ (AKBhad AK VI.51a， p. 369.11-13 : 

anasravo mãrga~ Sramal)yam / tena hi sramal]o bhavati / klesasarpsa-

manat / "samita anena bhavanti anekavidhal) papaka akusala dharma 

vistareQa yavaj jaramaral]Iyas tasmac chramaQa ity ucyata" (MA 182) iti 

sutre vacanat / :隈部・小谷， pp. 322-323)。なお，雲井目白善博士，新版パー

リ lilt刊I~教昨典 samanaの項 p. 891， IV. Samal)a (沙門)の通俗語源解釈，を

も参J!日せよ。。6) r[凡|締を証明する tF.J!f!.を説く論理学者」といえば，直ちに想起されるのはダ
ルマキールティ (Dharmakirti)である。そうだとすれば，本注釈の著者はダ

ルマキールティ以後の人物ということになろう。

開 ql村元博士は法制に言及される中で. r縁起法頑と呼ばれているが，けっき
ょく [lllっの真理(阿諦)の説とII1Jじものに帰することは明らかであろう」とさ

れ，集締・ j威論をそれぞれ卜二支縁起の順観(流転分)と逆観(還減分)と等

倒する初期経典の伊IJ (AN 111， 61. 11 & 12 : PTS vol. 1， p. 177 ;南伝17，pp. 

286-287)を挙げられる(中村元選集[決定版]第16巻，原始仏教の思想11，

1994， pp. 414-5)。以下に同経当該箇所の抜粋を示す:r比丘らよ苦集聖諦とは

何か。無明を縁として行が…'生を縁として老死，愁悲苦憂悩が生じる司かく
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してこの純苦躍が生じる.比l王らよニれが苦集哩諭と言われる。比li..らよ苦滅

聖諭とは何か。無明の無余離食減により行が滅する，…，生の減により老死.

愁悲苦憂悩が滅する...。かくしてこの純背離が滅する.比丘らよこれが苦集聖

諦と吉われる。J (kataman ca bhikkhave dukkhasamudayo ariyasaccarp: 

avijjapaccaya sankhara，…， jatipaccaya jaramarar)arp sokaparidevaduk-

khadomanassupayasa sambhavanti. evam etassa kevalassa dukkhakkhan-

dhassa samudayo hoti. idaI11 vuccati bhikkhave dukkhasamudayo ariyasac-

carp. kataman ca bhikkhave dukkhanirodho ariyasaccarp: avijjaya tv eva 

asesa vi ragani rodha sankhara凶rodho，… jatinirodhajaramarar:larp so・

kaparidevadukkhadomanassupayasa nirujjhanti. evam eta路akevalassa 

dukkhakkhandhassa nirodho hoti. idam vuccati bhikkhave dukkhanirodho 

ariyasaccarp) .法領をIJLI諦と卜三縁起に通じるものとする解釈のiJ::I洲は.或

いはこのあたりまで遡るのかもしれない。

(38) デルゲ版 'Dulba， Su 253b.254a (北京版両雄大蔵経にはこのテクストが収

められていないれ著者名 Sasvatavajraはチベット訳の rTagpa'i rdo rjeを

東北 I:~ 録が還党するものに従う。蔵訳大蔵経 1-1 録によれば著者にはsãdhana類

の著作が10点余ある。以下にテキストを示す。

rGya gar skad du / Ye dhannr1 !ika / Bod skad du / Ye dharmr1'i 'grel ba / 

Sangs rgyas la phyag 'tshal 10 / 

da ni ye dharma he tu pra ba (sicl) va he tUl11 / zhes bya ba la sogs pas 

rgyud rab tu gnas pa'i don du grub pa'i mtha' gsungs pa yin te /・chadpa po 

rnams la yang gsungs pa yin no / / 

mdo sde dang ni rnal 'byor gyi / / khang par yang ni 'jug pa nang / / 

ye clharma sogs tshigs bcad kyis / / sangs rgyas grub mtha'j phyag 

rgyas btab / / 

ces so / / 

de yang ye dharnla sogs ni bod kyi skad du / 

chos rnams gang dag rgyus 'byung de dag ni / / rgyu dang de Ia 'gog pa 

gang yin pa'ang / / 

de bzhin gshegs pa nyid kyis bka' stsaI te / / de skad gsungs pa'i tshul can 

dge sbyong che / / 

zhes bya ba'o / / 

chos rnams gang dag rgyus byung (sic) zhes pa la gang dag ni rab tu 

grags pa bdun po rnams te / / ma rig pa la sogs pa i 1cags sgrog gis kun du 

(sic) bskor ba'i 'khor 10 ni rgyu dang 'bras bu'i bdag nyid can no / / de dag 

ni zhes pa nyon mongs pa dang / las dang sdug bsngal gyi yan lag gsum 
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dang / gnyis dang bdun gyis phye bas gsum du yang gyllr pa yin te / ma rig 

pa'i thog ma yin par sangs rgyas nyic1 kyis gsungs pa yin no / / ma r注pa

dang / 'du byed dang / rnam par shes pa c1ang / ming dang gzugs dang / 

skye mched drllg dang / reg pa dang / tshor ba dang / srec1 pa dang / len pa 

dang / srid pa dang / skye ba dang / rga shi ste bcu gnyis po rnams so / / ma 

rig pa ni 'dod chags dang / zhe sdang dang / gti mug gi bdag nyid can no / / 

'du byed ni sngon gyi las so / / rnam par shes pa ni mngal du 'jllg pa'o / / 

ming dang gZllgS ni nllr nur po la sogs pa lnga'o / / skye mched drug ni mig 

la sogs pa la 'c10c1 do / / reg pa ni yul c1ang / dbang po dang / rnam par shes 

pa rnams phrac1 pa'o / / tshor ba ni bde ba la sogs pa'i bdag [254a→] nyid 

can no / / srec1 pa ni 'khrig pa'i 'doc1 chags so / / len pa ni 'doc1 pa'i yul len 

pa'o / / srid pa ni 'byung bar 'gyur ba'i sric1 pa'i 'bras bu can gyi las so / / 

skye ba ni slar yang phung po nyid mtshams sbyor ba'o / / rga shi ni gsal 

10// dang po dang / brgyad pa dang / dgll pa rnams ni nyon mongs pa'o / / 

las ni gnyis pa dang / bcu pa'o / / lhag ma bdun ni sdug bsngallo / / de gSllm 

gyis bsc1us pa'i phyir bcu gnyis ni chos rnams so / / gsum las gsum dang 

gnyis las gnyis 'byung la / / bdun las bdun yin pa'i phyir / de kho na 'khor ba' 

'khor 10 rgyu dang 'bras bu yang ste /・groba thams cad de / 'dir sems can 

gzhan ni 'ga' yang yod pa ma yin te / stong pa 'od zer ltar chos rnams las 

stong pa'i chos rnams 'byung bar 'gyur te / kha ton dang / mar me lta bu 

dag ni rgyu las byung ba'i don du'o / / 

rgyu dang c1e rnams kyi yang de bzhin gshegs pa nyid h:yis bka' stsal te 

zhes pa ni / de ji ltar thugs su Chllc1 pa de bzhin dll gsungs pa'i phyir te / 

gzhan ma yin par gsung ba nyid kyi phyir 'khor ba'i rgyu dang rkyen gsungs 

pa yin no// 

de Ia 'gog pa gang yin pa'ang / / zhes bya ba la / 'ang gi sgra las de kho 

na rgyu dang bsams par gsungs pa yin gyi / sangs rgyas rnams kyi mya 

ngan las 'das pa yan ]ag bcu gnyis 'gogs pa'i mtshan nyid kyang gsungs pa 

yin te / zung 'jug pa'i bde ba brtags pa nam mkha'i me tog ma yin zhing 

sems med pa bems po ma yin pa'i .rang bzhin no / / 

de skad gsungs pa'i tshuI can dge sbyong che / / zhes bya ba ni zung du 

'jug pa gsung ba'i tshul can yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas te / phyin 

ci ma log par gsung ba'i tshul can gyi tshangs pa'i cho ga '0//・dini slob 
dpon rTag pa'i rdo rjes gsungs pa gZhon nllS bsgyur ba'o / / 

側法頒注釈の伝統を云うらしいが，前半が理解不能である。

側テキスト nyidmtshams sbyor baであるがnyingmtshams sbyor ba 
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(*pratisa中dhi) に訂正して読む。

白1) r放運」が明らかでないc 上述された十二縁起の)1民観・逆観の双運をいうも

のか。或いは次に楽 (bdeba)の語がmるから街教的な大衆と空性の双通
(bde stong zung 'jug)であろうか。その場合はテキスト brtagspaをrtag

paと訂正して，双運の常楽は， と読むべきかもしれない。

(42) テキスト bemspoをbempoに訂正する。

(43) テキスト tshangspa i cho gaをtshangspai mchog (*brahmottara)に訂

正

凶 因縁心論及ぴそニに見られる龍樹の十二縁起解釈については梶山雄一博士の

翻訳と諸論孜を参照(梶山雄一著・作集第五巻.rt1観と空II.2010.第五.章中観
il氏の卜二支縁起解釈:I司第八巻，業報輪廻と輪組/悌教と;現代の接点.2011. 
第一四章業報論の超越)。

同紙写本， 29.0 x 12.2cm.片面のみに11行にわたりDevanagariで記されて

いる。本文のみで.Bajracharya教授所持本と異なり行間の数字や欄外余白の

注記は全くない。

側 以下に示すテキストは Bajracharya教授所持本を底本として.NGMP(/C} 

P， E 1260/26で若干の訂正を施したものである。本文中及ぴ行聞に記される数

字は全て!京写本にあるものだが，ダッシュ(')や折狐( )は区別のために筆

者が付した。各語の上に記された数字はマージンの注記に対応し語の下の数

字は卜二縁起の支分の順番のようである。なお，写本の解読やネパールに於け

る法碩信仰につき種智院大学講師iスダン・シャキャ博士より有益な助言を項い

た。記して謝意を表する。

[recto] 

0111 namo Buddhaya / / 

/ / ye dharmma hetuprabhava hetu (sic) te~ãl!1 tathagato hy avadat 

te弱'!'ca yo nirodha eva，!，vadi mahãSrama~a~ / / 

/ / atra vyakhyanaI11 kriyate / / ye dharmmaりkatamasaptadharmal) / / 
1 2 3 4 5 

vijnanarp 1 namarupa111 2伊拘yatanarp3ゆ'arSa(sic) 4 vedana 5 

(3) (4) (5) (6) (7) 

6 7 

jatil) 6 jaramaral)as (sic) ceti / / ime saptadharmmal) / / / / hetuprabhava 

(11) (12) 

iti hetubhyal) sarpbhavantiti hetuprabhaval) / / hetu katame 
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2' 3' 4' 

pancahetaval} / / / / avidya 1 tr~nã (sic) 2 upadana 3問中skara4 
(1) (8) (9) (2) 

5' 

bhavas ceti 5 / / 

(1的

ime parpcahetaval] / / tathagato hy avadad iti / / te弱f!lca saptanarp dhar-

mal}arp. pal11canarp hetunarp • tathagato hy avadat / / yatha 'tital]度三

ω問虫怒恕L(→p則 yutpannaanagata) gata gacchanti gan巾yantica 
tathagatan (→tatha gataj?) janatiti tathagata}:l / / hi-sabdo niyamartho na 

sravakapratyekabuddhadesita eka evarp (→eva?) buddhasambandha-

事B，sparsaり *B，buddharp 

[versoJ 

vabodhad iti / / te~ãf!l ca yo nirodhal]弘治似(→te号勾?)dharmma頃rp

hetunarp yo nirodha与vyupasamanirval}aumok号aspandal]/ / evarpvaditarp 

sila111 yasya sa eval11vadi mahasramaQal_t / / mahan iti pradhana uttamo 

varal} sre$tha ity artha}:l / / .sramaDa iti .samitapapatv五tsamitaklesopa-

klesatvat sramal}a1] / / tathagato 'rhan samyaksarpbuddha ity arthal] / / 

saksatkarttavyal] desayitavyal} bhagavan yad upadesayati jaramara・

I]aparidevadul}khadaurmmaI]asyaupayasebhyaりsan及以匁エ似見(→ par-
imucyate?) / / yasmad yadgraha苧!atasmad iha yatnal) karaI]iyal) ta evam 

adJ，りlettenirvalJarp yo nirodha upasamani仰 'a1Ja1'[lparama中 sukhamiti / / 

Ye dhanna・1説asamapta // 
[*この後に異なる手のネワール文字で以下の別テクストあり omnamo rat-

natrayaya / / namo aryyavalokitesvaraya bodhisattvaya mahasattvaya 

mahakaruI]ikaya / / tad yatha / / orp vire vire... / /また左右マージンに不明

の文章あり]

B， graSal}a B， adhyete B， -nirval}a 

marginal notes [rectoJ 

1 (vijnana 6) cak$urvijnana 1 srotra-2 ghra 3 ji 4 ka 5 ma 6//1// 

[bottom marginJ 

[2J (namarupa) nama 4 dha / / vedana・skarpdha1 sa111skara 2 vijnana 3 

sa111jna 4 / / ruparp 4dha (/ /) prthvi:dhatu 1 apa 2 teja 3 vayu 4//2// 

[bottom marginJ 

3 caksu・srotra・ghraDa・jihva• kaya • mana [//3/ /J [right marginJ 

4 sparsa 6 dha / / cak~usàrpsparsa 1 sro 2 ghra 3 ji 4 ka 5 ma 6//4// 
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[bottom margin] 

(5 vedana 6) cak~usa111sparsatovedanã ・ sukhã. dul).kha • asukha'dul).kha 

1 sro 2 ghra 3 ji 4 ka 5 ma 6 //5// [bottom margin] 

(6 jati) svasvakarmanuIiipata jati skandhanarp pradurbhava jivitendri-

yal)am utpatti //6// [bottom margin] 

7 jaramaral)arp sugamaql [saq1Yakdr~ti 1 sa叩kalpa2 vak 3 karmanta 

4 ajiva 5 vyayama 6 smrti 7 samadhyadi 8] [right margin] 

[1'] (avidya) 45 padartha adarsanam anabhisamayasrtha sa rpmohal). / / 

1'/ / [left margin] 

[2'] (tr~l)ã 6) rüpatr~l)ã 1 sabda 2 gaqldha 3 rasa 4 sparsa 5 dharma 

6//2・// [left margin] 

[3'] (upadana 4) tr~I)opãdãna 1 kamopadana 2 silavratopadana 3 at-

mavedanopadana (sid) 4//3'// [left marginJ 

[4'] (saqlskara 3) kayasarpskara 1 vak 2 citta 3//4'// [left marginJ 

[5'] (bhava 3) kamabhava 1 rupabhava 2 [left margin] arupabhava 3 

tatra kama 5 dha / / naraka 1 tiryyak 2 preta 3 asura 4 manu~yãl). 

kamavacaraS ceti 5// rupabhava 18 brahmakayika 1 brahmapl1rohita 2 

brahmaparsadya 3 mahabrahma 4 parittabha 5 apramal)abha 6 ab-

hasvara 7 parittasubha 8 apramaQasubha 9 subhakrtsna 10 anabhraka 

11 pl1I)yaprasava 12 brhatphala 13 avrha 14 atapa 15 sudrsa 16 sudar-

sana 17 akani呉hasceti 18// aIiipadhatu 4 dhakasanantyayatana 1 vij-

nana 2 akirpcanya 3 naivasa 111jnasa111jna 4//5'// [bottom margin] 

[verso] 

[top margin] 

triparivartam ity atltanagatapratyutpanna 111// atitaj janmano varttama-

na111 varttamanaj janmano 'nagataIp e~ãrp madhye sarvatra'ntara 

bhavati / / sa cavidyadidvadasa rpgakavalito 'nadya'vidyavasanavasat / / 

tenaivatitadijanmani kleSan l1tpadayati / / avidyãtr~l)opãdãnalak号al)ãn/ ta-

tal). karma sa111skarabhavalak干al)am/ / tato janma vijnana 1 namarupa 2 

~adãyatana 3 sparsa 4 vedana 5 jati 6 jaramaral)a 7 lak号al)a111/ / tatha 

coktarp / / klesat karma tato janmeti / / 

聞 この最後のパラグラフはテキストに明らかに乱れがあるが，概ねこうしたこ

とを云おうとするものと思われる。

(48) 1'.注(5)に挙げた酒井論文には，以下の慌教的な縁起経典三点が訳lJ'"論評さ

れている): Tohoku NO，212=520=980λrya-trafityasamu砂i1da ni1ma 

mahの'i1na・siltra; No. 521 =981 Aη0・戸ralityasamu砂'i1da・hrdlの'a nr1ma: N o. 

円
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519=979 Aηa・ρratityasamu砂ada・hrdaya・vidhi.・dharanioI.lJじく那須論文は，
このダラニ化・心呪化の過程を請文献及ぴ考，1了資料から跡づけているり一方，

問摘を説く転法輪経l)hammacakkhapavat加na-suttaが上!車部仏教閣でパリッ

タ (paritta謎呪)として現在に至るまで呪的用途に用いられているのはよく

知られている事実だが，四諦或いは四諦を説く経典が刻文として呪的崇拝の対

象となっている例は，縁起経典や法頒のような多数の報行はないようである。

管見では，パーリ文で四諦が刻文された南ヴェトナム/111土の土製事献板が

Skilling [1999]に紹介されている。また大乗経典中で四諦が神呪化されてい

る興味深い例が明神洋氏によって報告されている(明神.陀羅尼呪の成立につ

いてー『大集経』を中心に一，東洋の思想と宗教第8号，早稲田大学東洋官学

会.1991)。同氏によれば，竺法護訳宝積経栴主主金剛力二L:会[大正11.p.58] 

に「四天王諸天復呪日伊泥・弥泥・多閉・多多閉・維睡(ドラヴィダ語で説か

れた四捕の青写)，救一切衆生，是即名目苦習尽道法」とあり，これは仰陀が

ドラヴィダ詩でIILI諦を四天王中の二王に説いたという有部系の伝承(大見婆沙

論[大正27，p. 410]，十詞律[大.iE23，p. 193]， etc.}にもとづくという。

仰 なお.NGMPPにより撮影されたマイクロフィルムの中には，他に少なく

とも二点の縁起法碩註釈文献がある:E 1368/5 (Running No. E 26821) Ye 

dhanna gatha [Ye dhanna tika] : E 3350/4 (Running No. E5471) Ye 

dhannii 励d。この二点は基本的に同ーのテキストであり.いずれもサンスク

リット文の法頒とその注釈がネワル文字で記され.更にネワル語の詳細!な複註

が加えられている。法碩に対し密教的色合の濃い四通りの解釈を与え，最後に

法制がアーリヤー韻律 (arya・vrtta，arya-chandas)であることを明示する。

どちらにもコロフォンがないため矢張り著者・年代は不明であり，インド撰述

の本文にネワル学僧が複註を加えたものか或いは本文・複註共にネワル撰述な

のかも現在の筆者には判断できない。内容の検討も含めて今後の課題としこ

こでは資料の存在を記すにとどめる。

キーワード 縁起法頒，法身偽.法身舎利司四諦，十二縁起.ye dharma 
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